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和
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一
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一
日

令和３年（辛 丑）厄年・年祝表

（
年
祝
）

上寿祝
白寿祝
卒寿祝
米寿祝
傘寿祝
喜寿祝
古稀祝
還暦祝

数え年１００歳のお祝い。
百から上の一を取ると白になり、数で云えば９９である。
卒は略字で卆と書き九十と読む。
米は字をわけると八十八となる。
傘は略字で仐と書き八十と読む。
喜は草書で㐂と書き七十七と読む。
「人生七十古来稀なり」の漢詩にもとづく。
干支が丁度一巡し、誕生の年と同じになるので本卦返りともいう。

大正11年生（１００歳）
大正12年生（９９歳）
昭和  7年生（９０歳）
昭和  9年生（８８歳）
昭和17年生（８０歳）
昭和20年生（７７歳）
昭和27年生（７０歳）
昭和36年生（６１歳）

（
厄
年
）

（
七
五
三
祝
）

性　別 年　齢 前　　　　　厄 本　　　　　 厄 後　　　　　厄

男

女

25歳
42歳
61歳
19歳
33歳
37歳

平成10年生（２４歳）とら
昭和56年生（４１歳）とり
昭和37年生（６０歳）とら
平成16年生（１８歳）さる
平成 2年生（３２歳）うま
昭和61年生（３６歳）とら

平成 9年生（２５歳）うし
昭和55年生（４２歳）さる
昭和36年生（６１歳）うし
平成15年生（１９歳）ひつじ
　　　　　（３３歳）へび
昭和60年生（３７歳）うし

平成 8年生（２６歳）ねずみ
昭和54年生（４３歳）ひつじ
昭和35年生（６２歳）ねずみ
平成14年生（２０歳）うま
昭和63年生（３４歳）たつ
昭和59年生（３８歳）ねずみ

祈願祭（お祓い）は数え年でお受けしましょう。

※節分祭（2月3日）までに厄祓をお受けしましょう。

「数え年」は、生まれた時点を１歳とし、新年を迎える度に１歳加えて行きます。
これは、正月に各家を訪れる年神様から１つ年を頂くというありがたい意味があります。
満年齢に誕生日前であれば 2歳、誕生日を迎えた後は1歳を加える解釈となります。

皆様一人一人の生年月日により九つの星“九星”に区分され星回りが存在します。 中央を基点に、北、北東、東、南東、南、
南西、西、北西の方角をめぐり、九年に一度中央に入ります。これが八つの星（方位）に囲まれた状態である八方塞がりです。
不安定な年とされ、 より注意をしなくてはならいない年です。
八方除けの祈願や方位除けの御守をお受けになられ、御神慮を恐み慎む事をお勧め申し上げます。
本年は六白金星の方が該当致します。（＊以下に表記）

（三月金神様の方位）
　三月金神様の方位への引っ越し、旅行、転勤等々留意しなければなりません。

昭和6年、昭和１5年、昭和２4年、昭和３3年、昭和４2年、昭和５1年、昭和60年、平成6年、平成１5年、平成２4年

（八方塞がり）
はっ ぽう ふさ

はっ ぽう ふさ

平成29年生の男子（５歳）
平成27年生の女子（７歳）

髪置祝
袴着祝
帯解祝

北　　令和2年11月15日～令和3年2月11日
南　　令和3年5月12日～令和3年8月7日

東　　令和3年2月12日（旧元日）～令和3年5月11日
西　　令和3年8月8日～令和3年11月4日

髪を伸ばし整え始めること。
男の子が初めて袴をはき始める年齢。
女の子が今までの紐付着物から帯を締める大人の着物に替える年齢。

かのとうし

発
行
者

題
　
字

ろっぱくきんせ い

みつきこんじん

宮

　司

　柴
田

　宜
夫

　
謹
ん
で
清
々
し
い
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
科
学
の
基
本
は
、「
知
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
知
ら
な
い
こ
と
」
を
厳
し
く
区
別
す
る
こ
と

だ
そ
う
で
す
。
宇
宙
の
物
質
の
二
割
強
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
七
割
強
は
未
知
な
の
だ
そ
う
で
す
。
当
然
で

す
が
、
人
間
は
全
知
で
は
な
く
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
も
し
か
り
で
す
が
、

す
べ
て
を
制
御
（
せ
い
ぎ
ょ
）
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
謙
虚
に
、

生
態
系
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
意
識
を
し
て
、
行
動
も
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
未
知
な
る
も
の
へ
の
、「
畏
敬
（
い
け
い
）」「
恐
れ
」「
敬
い
」
の
ミ
ッ
ク
ス
し

た
心
で
あ
る
、「
畏（
か
し
こ
）み
」と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
思
い
こ
そ
が
、

穏
や
か
な
暮
ら
し
を
祈
る
、敬
神
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、

新
し
い
生
活
様
式
を
余
儀
（
よ
ぎ
）
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
来
日
本
人
が
大
切
に

し
て
き
た
「
敬
神
崇
祖
（
け
い
し
ん
す
う
そ
）」、
神
を
敬
い
祖
先
を
尊
ぶ
心
が
け
は
、
け
っ
し
て
変
え

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
数
年
前
か
ら
敬
神
生
活
の
心
が
け
の
提
唱
を
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
、「
四
Ｋ
」
さ
ら
に
、「
四

Ｋ
プ
ラ
ス
一
Ｒ
」
と
進
化
さ
せ
、
つ
い
に
「
Ｏ
と
Ｙ
」
を
加
え
て
、「
四
Ｋ
プ
ラ
ス
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」
の
新
し
い

敬
神
生
活
を
提
唱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
あ
る
命
に
心
か
ら
感
謝
を
し
、
謙
虚
に
自
分
を
見
つ
め

直
し
、
未
来
に
希
望
を
持
ち
続
け
、
工
夫
を
し
な
が
ら
生
活
す
る
、「
感
謝
　
謙
虚
　
希
望
　
工
夫
の

四
Ｋ
」
で
す
。
そ
し
て
利
他
（
り
た
）
思
い
や
り
の
心
で
、
落
ち
着
い
て
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
生
活

す
る
、「
利
他 

Ｒ
」「
落
ち
着
き 

Ｏ
」「
ゆ
と
り 

Ｙ
」
の
「
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」
の
生
活
を
確
立
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
の
が
、
大
切
な
家
族
や
身
近
な
人
々
と

の
つ
な
が
り
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
か
け
が
え
の
な
い
「
つ
な
が
り
」
の
な
か
で
「
和
み
」

つ
つ
「
癒
さ
れ
」
な
が
ら
、
そ
し
て
「
安
ら
ぐ
」
こ
と
こ
そ
、「
日
々
是
好
日
」
の
暮
ら
し
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
四
Ｋ
プ
ラ
ス
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」
の
敬
神
生
活
で
、
毎
日
毎
日
が
、
穏
や
か
で
良
い
日
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

八
幡
宮
か
ら
の
お
知
ら
せ

ど
ん
ど
焼
き
＝
一
月
十
六
日（
土
・
先
負
）【
午
前
十
時
頃 

忌
火
火
入
式
】

　
　
　
　
　
　
　
　※
荒
天
の
場
合
は
一
月
十
七
日（
日
）に
順
延
し
ま
す
。

正
月
飾
り
は
、
み
か
ん
・
橙（
だ
い
だ
い
）
を
外
し
て
ご
持
参
下
さ
い
。

執
行
後
は
来
年
ま
で
受
付
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

鏡
餅
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
結
納
品
・
人
形
・
仏
具
・
民
芸
品
等
は

一
切
お
断
り
致
し
ま
す
。

注

中野 英治氏　撮影中野 英治氏　撮影

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
ふ
る
ま
い
行
事
は
中
止
し
ま
す
。

昭和64年生
令和元年生

平成31年生・令和元年生の男女（3歳）

第 59 号
彦島八幡宮社報

令和3年（皇紀2,681）1月1日 令和3年（皇紀2,681）1月1日第59号（1） 産土（うぶすな）祝祭日には国旗　  を掲げましょう 第59号（8）

彦島八幡宮ホームページをリニューアルしました 彦島八幡宮ホームページをリニューアルしました

産土（うぶすな）祝祭日には国旗　  を掲げましょう

安産祈願祭・腹帯清祓のご案内安産祈願祭・腹帯清祓のご案内
彦島八幡宮は別名『子安八幡』とも称され、安産の
神様としても崇められ、県内外よりご参拝いただきます。
ご持参頂いた腹帯（マタニティガードル）に当宮の
「安産守護」の印を押印させていただきます。

（令和3年の戌の日）

★お子様の命名書、宮司が浄書致します。お気軽に社務所迄お申し出ください。
　授与された命名の掛け軸をご持参下さい。お持ちでない方も、半紙や色紙等に謹筆致します。

 １月　２日（土） 大安 ４月　８日（木） 仏滅 ７月　１日（木） 友引 １０月  ５日（火） 赤口
 １４日（木） 先勝 ２０日（火） 大安 １３日（火） 先負 １７日（日）例祭 友引
 ２６日（火） 先勝 ５月　２日（日） 大安 ２５日（日） 先負 ２９日（金） 友引
 ２月　７日（日） 先勝 １４日（金） 赤口 ８月　６日（金） 先負 １１月１０日（水） 先負
 １９日（金） 友引 ２６日（水） 赤口 １８日（水） 大安 ２２日（月） 先負
 ３月　３日（水） 友引 ６月　７日（月） 赤口 ３０日（月） 大安 １２月  ４日（土） 大安
 １５日（月） 仏滅 １９日（土） 友引 ９月１１日（土） 赤口 １６日（木） 大安
　 ２７日（土） 仏滅   ２３日（木）秋分 赤口 ２８日（火） 大安
　　　　

こ や す は ち ま ん
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節
分
の
日
付

  

節
分
の
日
付

八
幡
様
の
知
恵
袋

※151号～161号（要点抜粋）を総集編として
　お届けします。
　全文ご覧になりたい方は八幡宮ホームページへ
　アクセスしてください。

●
第
一
五
一
号
（
令
和
二
年
一
月
十
一
日
）

●
第
一
五
二
号
（
令
和
二
年
二
月
二
十
一
日
）

●
第
一
五
三
号
（
令
和
二
年
三
月
十
九
日
）

●
第
一
五
四
号
（
令
和
二
年
四
月
十
九
日
）

●
第
一
五
五
号
（
令
和
二
年
五
月
二
十
五
日
）

●
第
一
五
六
号
（
令
和
二
年
六
月
三
十
日
）

●
第
一
五
七
号
（
令
和
二
年
七
月
十
七
日
）

宮司プレス総集編宮司プレス総集編
　
令
和
二
年
の
干
支
は
、
全
部
で
六
十
通
り

あ
る
組
み
合
わ
せ
の
三
十
七
番
目
の
「
庚
子
」

で
す
。
三
十
七
番
目
と
い
う
こ
と
は
、
四
で
割

る
と
一
余
り
ま
す
の
で
、
こ
の
庚
子
の
年
は
、

必
ず
、
閏
年
と
な
り
ま
す
。「
庚
」
は
、「
こ

う
」
と
読
み
、
杵
で
臼
を
つ
い
て
い
る
姿
を
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、「
改
ま
る
、

変
わ
る
、
つ
な
が
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、「
革
命
」
な
ど
と
い
う
過
激

な
意
味
合
い
で
は
な
く
、「
進
化
」
を
意
味
し

て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
千
利
休
さ
ん
の
道
歌

に
、

「
稽
古
と
は
　
一よ
り
習
い
　
十
を
知
り

　
　
　
　
　
十
よ
り
か
え
る
　
元
の
そ
の一」

と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
振
り
か
え
り
つつ
、
悪

い
と
こ
ろ
を
改
め
な
が
ら
、
前
向
き
に
進
ん
で

い
く
、ま
さ
し
く
、「
進
化
」な
の
で
す
。「
子
」は
、

「
孳
（
じ
）」
を
語
源
と
し
て
多
産
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
動
物
で
は
、
ネ
ズ
ミ
が
当
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
経
済
の
干
支
格
言
で
は
、「
ネ
ズ

ミ
は
繁
栄
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
ネ
ズ
ミ

算
」
の
よ
う
に
子
孫
繁
栄
を
願
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
は
、
ネ
ズ
ミ

に
か
か
わ
る
お
話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

有
名
な
の
が
、
大
国
主
命
が
、
ネ
ズ
ミ
に
助

け
ら
れ
た
お
話
で
す
。
大
国
主
命
の
神
使
は
、

ネ
ズ
ミ
と
さ
れ
、「
大
黒
様
」
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
そ
の
姿
も
、
打
ち
出
の
小
槌
を
も
た
れ
、

さ
ら
に
、
米
俵
と
白
い
ネ
ズ
ミ
を
伴
って
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
さ
し
く
、
穏
や
か
な
日
々
の

暮
ら
し
の
象
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
令
和
に
入
り
、
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
、

世
界
の
リ
ス
ク
の一つ
に
も
、「
地
球
温
暖
化
に

よ
る
自
然
災
害
」
と
い
う
の
が
ラ
ン
キ
ン
グ
し

て
い
ま
す
。
そ
の
自
然
災
害
は
、「
科
学
の
宿

命
」
で
人
知
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
こ
の
庚
子
の
年
の
干
支
に
あ
や
か
り
、

穏
や
か
で
豊
か
な
繁
栄
の
暮
ら
し
に
変
わ
り
、

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
年
で

あ
って
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　
過
日
斎
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
春
の
祈
年

祭
に
始
ま
り
、
秋
の
稔
り
を
祝
い
感
謝
す
る

大
祭
で
あ
る
「
新
嘗
祭
」
を
目
標
に
、
年
間

を
通
じ
て
多
く
の
「
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

祈
り
、
感
謝
、
そ
し
て
御
加
護
を
頂
く
、
そ
の

一
つ
の
サ
イ
ク
ル
が
、
ま
さ
に
、「
一
年
」
と

言
え
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
実

は
、「
年
」
は
、「
稲
、
お
米
」
の
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
稲
の
豊
作
、
さ
ら
に
、
五
穀
豊
穣
、

「
稔
り
」
を
祈
る
の
で
す
。「
稔
」
も
「
ね
ん
」

と
読
み
ま
す
か
ら
、
こ
の
「
祈
年
祭
、
と
し
ご

い
の
ま
つ
り
」
は
、
と
て
も
大
事
な
神
事
な
の

で
あ
り
ま
す
。

　
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
「
肺
炎
」

が
拡
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ

に
、
古
の
人
々
が
恐
れ
た
「
は
や
り
病
」「
疫

病
」
で
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
お
よ
そ
二
千
二

百
年
前
、
崇
神
天
皇
さ
ま
は
、
国
内
に
蔓
延

す
る
疫
病
を
防
ぐ
た
め
に
、
手
水
鉢
を
設
け

て
、
手
洗
い
う
が
い
の
励
行
を
、
お
命
じ
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
諸
説
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
が
、
神
社
の
手
水
舎
の
起
源
な
の
だ
そ

う
で
す
。
手
水
と
い
う
行
事
は
、「
禊
」、
身

を
削
ぐ
思
い
を
し
て
罪
汚
れ
を
祓
う
、
そ
の

簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
外
清

浄
は
、
過
去
と
今
を
祓
ひ
、
内
清
浄
は
、
未

来
を
清
め
ま
す
。「
罪
」
と
は
、「
自
己
中
心

主
義
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
わ
が
ま
ま
な
気
持
ち
」

で
す
か
ら
、
謙
虚
に
ふ
り
か
え
る
こ
と
で
、

感
謝
の
気
持
ち
に
か
わ
り
、「
外
清
浄
」
と

な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、「
前
向
き
に
人
生

を
楽
し
む
」
と
い
う
神
社
神
道
の
信
仰
の
柱

で
も
っ
て
、
神
様
と
お
約
束
を
す
る
、
お
誓

い
を
す
る
の
で
す
。「
汚
れ
」
は
、「
気
が
枯

れ
る
」
こ
と
で
す
か
ら
、
神
様
と
の
お
誓
い
、

お
約
束
を
破
ら
な
い
よ
う
、
気
が
枯
れ
な
い

よ
う
生
活
す
る
、
こ
れ
が
、「
内
清
浄
」
で
す
。

「
外
清
浄
内
清
浄
」
の
敬
神
生
活
と
、
身
を

削
ぐ
思
い
の
簡
略
化
さ
れ
た
、「
手
水
、
手
洗

い
、
う
が
い
」
の
励
行
で
、
つ
つ
が
な
い
日
々
の

く
ら
し
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
明
日
は
、
春
の
お
彼
岸
の
中
日
で
昼
と
夜

の
時
間
が
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
日
光
の
象
徴

で
あ
る
天
照
大
御
神
様
が
、
つ
か
さ
ど
ら
れ
る

昼
と
、
月
の
光
の
象
徴
で
あ
る
月
読
命
様
が
つ

か
さ
ど
ら
れ
る
夜
の
時
間
が
同
じ
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。
暦
の
上
で
も
大
変
重
要

な
節
目
で
も
あ
り
ま
す
が
、
格
別
の
御
利
益

が
あ
り
そ
う
な
神
秘
的
な
日
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
春
分
の
日
は
、
国
民
の
祝
日
で
す
が
、
古

も
、「
日
忌
み
」
と
い
っ
て
、
お
仕
事
を
お
休

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
日
の
お
伴
」

と
いっ
て
、
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
、
お
日
様

と
一
緒
に
終
日
歩
く
と
健
康
に
よ
い
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
い
ま
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
セ
ラ
ピ
ー
」

な
の
で
し
ょ
う
。「
世
界
は
も
う
デ
ジ
タ
ル
・

イ
ズ
・
エ
ブ
リ
ウ
エ
ア
（
す
べ
て
の
も
の
が
デ
ジ

タ
ル
）
に
な
って
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
現
在

社
会
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
目
に
見
え
な
い
大
き

な
も
の
、
大
自
然
の
恵
み
に
よ
っ
て
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
る
日
で
は

な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

　
当
宮
の
正
面
鳥
居
は
、
紀
元
二
千
六
百
年

記
念
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
鳥
居
の

右
の
柱
に
は
、「
日
光
照
万
民
」、
さ
ら
に
、

左
の
柱
に
は
、「
月
色
清
人
心
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
鳥
居
の
柱
に
刻
ま
れ
た
言
の
葉

に
、
寺
田
寅
彦
さ
ん
の
仰
る
、「
正
し
く
恐
れ

る
」
心
掛
け
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
私
共
の
御
先
祖
様
が
大
切
に
し
て

こ
ら
れ
た
、「
朝
に
祈
り
　
夕
べ
に
感
謝
」
と

い
う
、「
敬
神
生
活
」
の
心
掛
け
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
ま
さ
に
、
イ
ア
ン
・
ブ
レ
ー

マ
ー
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
る
、「
落
ち
着
い
て

日
常
生
活
を
続
け
る
」
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
月
次
祭
斎
行
の
過
日
の
十
五
日
に
、「
感
染

症
流
行
鎮
静
祈
願
祭
」
も
併
せ
て
執
行
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
翌
日
の
十
六
日
か
ら
は
、

御
日
供
祭
の
祝
詞
に
引
き
続
き
、「
鎮
静
祈

願
祭
」
の
祝
詞
も
奏
上
し
、
祈
願
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。
一日
も
早
い
鎮
静
、「
ピ
ー
ク
ア
ウ

ト
」
を
願
う
も
の
で
す
。

　
孔
子
の
説
い
た
道
徳
の
理
想
で
も
あ
り
、
人
の

理
想
の
姿
の
別
名
と
も
い
う
べ
き
「
仁
」
に
な
る

た
め
に
は
、
四
つ
の
心
が
必
要
で
す
。「
克
己
」
と

「
恕
」
さ
ら
に
、「
忠
」、
そ
し
て
、「
信
」
で
す
。「

克
己
」
は
、
我
意
、
わ
が
ま
ま
な
自
分
勝
手
な
気

持
ち
を
抑
え
る
こ
と
で
す
。「
恕
」
は
、
自
分
が

さ
れ
て
嫌
な
こ
と
を
決
し
て
他
人
に
し
な
い
こ
と
、

思
い
や
り
優
し
い
、
慈
し
み
あ
ふ
れ
る
心
で
す
。「

忠
」
は
、
他
人
を
欺
か
な
い
こ
と
。「
信
」
は
、
他

人
を
欺
か
な
い
よ
う
に
自
分
も
偽
ら
な
い
こ
と
で
す

。
そ
う
考
え
ま
す
と
、「
仁
」
と
い
う
人
間
の
理

想
に
近
づ
く
四
つ
の
心
の
実
践
は
、
至
難
の
業
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い

、
終
息
の
き
ざ
し
ど
こ
ろ
か
拡
大
を
続
け
て
い
ま

す
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
感
染
症
の
拡
大
は
、

戦
争
と
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
並
ぶ
、
世
界
経
済

の
三
大
リ
ス
ク
な
の
だ
そ
う
で
す
。
が
ん
研
究
の
第

一
人
者
は
、「
人
類
が
二
十
一
世
紀
中
に
が
ん
を
克

服
で
き
る
可
能
性
は
大
き
い
。
し
か
し
感
染
症
と

の
闘
い
は
永
遠
に
続
く
だ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
る
今
、
人

間
の
理
想
の
姿
に
な
る
た
め
に
至
難
の
業
で
あ
る
四

つ
の
心
を
実
践
す
べ
き
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
粛
は
、「
克
己
」
で
あ
り
ま
す
し
、
自
分
と
同

じ
よ
う
に
大
切
な
人
の
命
を
守
る
、
思
い
や
り
の
心

と
行
動
が
、「
恕
」
で
あ
り
「
忠
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
、
慎
み
深
い
生
活
を
心
掛
け
る

「
信
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
「
忠
」
と
「
信
」

が
、「
義
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　「
徳
を
お
も
い
て
怠
ら
ず
　
そ
れ
敵
す
べ
け
ん
や

」、
季
節
の
移
ろ
い
に
こ
め
ら
れ
た
「
仁
義
」
こ
そ

が
、
人
間
の
理
想
の
姿
、
道
徳
の
理
想
で
あ
る
こ

と
に
思
い
を
馳
せ
つつ
、
大
い
な
る
徳
こ
そ
が
無
敵

で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
落
ち
着
い
た
日
常
生
活

を
送
り
た
い
も
の
で
す
。
御
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
西
暦
七
百
二
十
年
に
定
め
ら
れ
た
「
養
老
令
」

と
い
う
法
律
に
は
、
月
毎
に
行
う
祭
典
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
三
月
に
は
、「
鎮
花
祭
」
と
し

る
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
疫
病
は
の
花
び
ら

が
散
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
て
、
疫
病
退
散
防
止
の
祈
願
祭
だ
っ
た
の

で
す
。
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
世
相
で
あ
り
ま
す
。

　
本
県
で
も
「
非
常
事
態
宣
言
」
が
、
解
除
さ

れ
た
と
は
い
え
、
予
断
（
よ
だ
ん
）
を
許
さ
な

い
状
況
で
す
。「
神
の
す
が
た
と
　
見
つ
つ
恐
れ

よ
」、
つ
つ
し
み
深
い
生
活
を
心
掛
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
明
日
に
も
、
全
国
で
解
除
さ
れ

そ
う
で
あ
り
ま
す
　
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
、
国

や
地
方
自
治
体
の
要
請
に
、
国
民
全
て
の
人
が

協
力
し
、
落
ち
着
い
て
生
活
を
さ
れ
た
成
果
で

あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
日
本
人
の
「
オ
ブ
リ
ー

ジ
ュ
」
が
、
遺
憾
（
い
か
ん
）
な
く
発
揮
さ
れ

た
賜
物
と
思
い
ま
す
。「
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
と
は

、
感
謝
の
心
・
公
徳
心
と
い
う
意
味
で
す
。

　
紀
元
前
六
世
紀
、
中
国
春
秋
時
代
の
鄭
の
国

の
宰
相
で
、
中
国
最
初
の
成
文
法
を
作
っ
た
と

さ
れ
る
子
産
は
、「
礼
と
は
、
天
の
経
、
地
の
義

、
民
の
行
で
あ
る
」
と
説
き
ま
し
た
。
経
と
は
、

も
と
も
と
織
物
の
た
て
糸
の
こ
と
で
、
こ
の
た

て
糸
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
布
が
で
き
る
わ
け
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
人
生
を
織
る
場
合
、
経
と

は
生
き
方
の
規
範
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
規
範

を
天
に
求
め
よ
と
い
う
こ
と
を
、
み
じ
か
く
、「

天
の
経
」
と
説
い
た
の
で
す
。
義
も
や
は
り
規

範
を
意
味
し
ま
す
の
で
、「
地
の
義
」
と
は
、
道

徳
倫
理
で
す
。
民
は
天
に
学
び
、
地
に
な
ら
っ

た
こ
と
を
実
行
し
て
ゆ
く
、
そ
れ
が
、「
民
の
行
」

で
あ
り
ま
す
。「
天
の
経
　
地
の
義
　
民
の
行
」、「

日
本
人
の
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
で
す
。
そ
の
よ
う
な

地
域
社
会
に
な
り
ま
す
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
、

三
つ
の
奉
仕
を
大
切
に
お
つ
と
め
し
て
ま
い
り

ま
す
。
御
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
今
の
よ
う
に
、
文
明
が
進
歩
し
て
い
な
い
頃
、

身
の
ま
わ
り
に
お
こ
る
、
ご
く
わ
ず
か
な
不
幸
な

出
来
事
や
病
気
や
怪
我
は
、
罪
や
穢
れ
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
罪
や

穢
れ
を
祓
っ
て
、
ま
さ
に
、「
日
々
是
好
日
」、「
今

日
が
、
本
当
に
良
い
日
」
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
も
、
つ
ま
し
い
日
常
を
願
っ
た

の
で
す
。
願
い
が
叶
っ
た
こ
と
、
叶
わ
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
折
り
合
い
を
つ
け
て
、
軌

道
の
修
正
を
は
か
り
つ
つ
、
前
向
き
に
人
生
を
楽

し
む
と
い
う
敬
神
生
活
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。「
日

清
日
新
日
進
」、
日
々
清
々
し
く
、
新
た
な
気
持

ち
で
、
前
向
き
に
歩
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
吉
田
兼
好
が
記
し
た
徒
然
草
の
第
百
二
十
三
段

に
は
、
人
間
生
活
の
基
本
条
件
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。「
第
一
に
食
ふ
物
、
第
二
に
着
る
物
、
第

三
に
居
る
所
な
り
」、
さ
ら
に
、「
薬
を
加
へ
て
、

四
つ
の
事
、
求
め
得
ざ
る
を
貧
し
と
す
。
こ
の
四

つ
欠
け
ざ
る
を
富
め
り
と
す
。
こ
の
四
つ
の
外
を

求
め
営
む
を
奢
り
と
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

衣
食
住
と
薬
が
あ
れ
ば
、
充
分
で
あ
り
、
そ
れ
以

上
望
む
の
は
贅
沢
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
「
四
つ
の
事
倹
約
な
ら
ば
、
誰
の
人
か
足

ら
ず
と
せ
ん
。」、
衣
食
住
と
薬
が
、
つ
ま
し
い
な

が
ら
足
り
て
い
れ
ば
、
人
間
生
活
の
基
本
条
件
を

満
た
し
て
い
る
と
諭
し
て
い
る
の
で
す
。

　
正
岡
子
規
さ
ん
は
、「
病
牀
六
尺
」
に
「
悟
り

と
い
う
事
は
如
何
な
る
場
合
に
も
平
気
で
死
ぬ
る

事
か
と
思
っ
て
い
た
の
は
間
違
い
で
、
悟
り
と
い

う
事
は
如
何
な
る
場
合
に
も
平
気
で
生
き
て
い
る

事
で
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
私
共
、
コ

ロ
ナ
禍
、
ま
さ
に
、
不
幸
な
出
来
事
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
徒
然
草
に
書
か
れ

て
あ
る
よ
う
に
四
つ
の
事
倹
約
で
あ
り
ま
す
の
で
、

｢日
々
是
好
日
｣、「
日
清
日
新
日
進
」
の
敬
神
生

活
を
心
が
け
つ
つ
、「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
希
望

を
持
ち
続
け
、
平
気
で
生
き
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　
私
共
の
祭
典
奉
仕
の
絶
対
条
件
は
、
清
浄
、

祓
い
で
す
。
神
社
神
道
は
、
何
よ
り
も
清
浄
を

尊
び
ま
す
。
祓
と
い
う
の
は
、「
晴
る
晴
れ
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
張
る
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
常
日
頃
は
、
気
持
ち

を
明
る
く
爽
か
に
、
そ
し
て
、
果
た
す
べ
き
役

割
を
担
っ
た
時
に
は
、
緊
張
し
自
覚
し
覚
悟
を

も
っ
て
事
に
あ
た
る
、
こ
れ
が
、「
祓
」
に
込
め

ら
れ
た
意
味
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
　

　
天
武
天
皇
様
は
、「
明
浄
正
直
勤
務
追
進
」
と

仰
せ
に
な
り
諭
さ
れ
ま
し
た
。
明
る
く
澄
み
切

っ
た
清
ら
か
な
心
、
公
明
正
大
な
嘘
を
つ
か
な

い
正
し
い
心
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
ブ

レ
な
い
」
強
い
心
、
こ
れ
が
、「
明
浄
正
直
」
で

す
。
そ
し
て
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
り
と

げ
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
、
こ
れ
が
、

「
勤
務
」
で
す
。
さ
ら
に
、
競
争
に
遅
れ
ず
、
人

と
の
競
い
は
常
に
先
頭
を
ひ
た
す
ら
走
り
続
け

る
、
こ
れ
が
、「
追
進
」
な
の
で
す
。
常
日
頃
の

心
掛
け
と
社
会
生
活
の
目
標
を
示
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　
中
世
室
町
時
代
に
「
能
」
を
大
衆
芸
能
か
ら

「
芸
術
」
に
高
め
、
昇
華
さ
せ
た
の
が
観
阿
弥
世

阿
弥
親
子
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
世
阿
弥
が
著
し

た
「
風
姿
花
伝
書
」
に
は
、「
秘
す
れ
ば
花
　
秘

せ
ず
は
花
な
か
る
べ
し
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

美
し
い
も
の
に
は
言
葉
は
い
ら
な
い
、
言
葉
で

多
く
を
語
り
着
飾
っ
た
と
こ
ろ
で
本
物
で
は
な

い
、「
秘
め
た
多
言
」
と
仰
い
ま
し
た
。
詩
人
の

相
田
み
つ
を
の
詩
に
、「
美
し
い
も
の
を
美
し
い

と
い
え
る
あ
な
た
の
心
が
美
し
い
」
と
あ
り
ま

す
。
神
社
神
道
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、「
真

善
美
」
で
す
が
、
な
か
で
も
「
美
」
を
も
っ
と

も
尊
重
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
様

が
宿
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
考
え
、
神
様
を
お

祭
り
す
る
の
は
、「
美
」
を
尊
ぶ
か
ら
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

　
今
の
世
相
で
も
、「
晴
れ
る
、
張
る
」、「
明
浄

正
直
勤
務
追
進
」
を
生
活
の
目
当
て
に
し
て
、

御
多
幸
な
暮
ら
し
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

令
和
三
年
二
月
二
日（
火
）

令
和
三
年
二
月
二
日（
火
）

節
分
祭
追
儺
式
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
為
、
規
模
縮
小
に
伴
い
、
豆
ま
き

餅
ま
き
は
中
止
し
ま
す
。
福
引
大
会
・

ぜ
ん
ざ
い
・
お
神
酒
の
振
る
舞
い
・
露

店
の
神
賑
行
事
も
中
止
し
ま
す
。
時
勢

を
鑑
み
苦
渋
の
決
断
で
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
の
程
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

●
節
分
祭
追
儺
式
（
神
事
）
並
び
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
祈
願
祭
は
、
総
代

及
び
関
係
者
の
み
に
て
従
前
通
り
午
後
五
時

四
十
五
分
開
式
に
て
執
行
し
ま
す
。

●
厄
祓
も
終
日
受
け
付
け
ま
す
。（
予
約
不
要
）

●
福
豆
は
終
日
頒
布
し
ま
す
。

●
限
定
ご
朱
印
紙
は
頒
布
し
ま
す
。

●
恵
方
巻
は
感
染
対
策
を
徹
底
し
有
志
に
て
販

売
し
ま
す
。

　
皆
様
に
は
な
じ
み
深
い
日
付
と
し
て
二
月
三

日
の
認
識
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際

に
は
節
分
は
年
に
四
度
あ
り
ま
す
。季
節
の
移

り
変
わ
り
を
よ
り
適
確
に
掴
む
為
に
設
け
ら

れ
た
と
し
て
各
季
節
の
始
ま
り
の
日
（
立
春
・

立
夏
・
立
秋
・
立
冬
）
の
前
日
が
季
節
を
分

け
る
意
味
で
全
て
節
分
に
あ
た
り
ま
す
。

　
今
年
の
立
春
前
日
の
節
分
は
二
月
二
日
で
す

が
、実
に
明
治
三
十
年
以
来
一二
四
年
ぶ
り
の
二

月
二
日
で
す
。過
去
に
は
昭
和
五
十
九
年
の
二

月
四
日
節
分
と
必
ず
し
も
二
月
三
日
に
限
り

ま
せ
ん
。殊
更
、
今
年
以
降
は
閏
年
の
翌
年
が

節
分
に
な
る
こ
と
を
留
意
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
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節
分
の
日
付

  

節
分
の
日
付

八
幡
様
の
知
恵
袋

※151号～161号（要点抜粋）を総集編として
　お届けします。
　全文ご覧になりたい方は八幡宮ホームページへ
　アクセスしてください。

●
第
一
五
一
号
（
令
和
二
年
一
月
十
一
日
）

●
第
一
五
二
号
（
令
和
二
年
二
月
二
十
一
日
）

●
第
一
五
三
号
（
令
和
二
年
三
月
十
九
日
）

●
第
一
五
四
号
（
令
和
二
年
四
月
十
九
日
）

●
第
一
五
五
号
（
令
和
二
年
五
月
二
十
五
日
）

●
第
一
五
六
号
（
令
和
二
年
六
月
三
十
日
）

●
第
一
五
七
号
（
令
和
二
年
七
月
十
七
日
）

宮司プレス総集編宮司プレス総集編
　
令
和
二
年
の
干
支
は
、
全
部
で
六
十
通
り

あ
る
組
み
合
わ
せ
の
三
十
七
番
目
の
「
庚
子
」

で
す
。
三
十
七
番
目
と
い
う
こ
と
は
、
四
で
割

る
と
一
余
り
ま
す
の
で
、
こ
の
庚
子
の
年
は
、

必
ず
、
閏
年
と
な
り
ま
す
。「
庚
」
は
、「
こ

う
」
と
読
み
、
杵
で
臼
を
つ
い
て
い
る
姿
を
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、「
改
ま
る
、

変
わ
る
、
つ
な
が
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、「
革
命
」
な
ど
と
い
う
過
激

な
意
味
合
い
で
は
な
く
、「
進
化
」
を
意
味
し

て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
千
利
休
さ
ん
の
道
歌

に
、

「
稽
古
と
は
　
一よ
り
習
い
　
十
を
知
り

　
　
　
　
　
十
よ
り
か
え
る
　
元
の
そ
の一」

と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
振
り
か
え
り
つつ
、
悪

い
と
こ
ろ
を
改
め
な
が
ら
、
前
向
き
に
進
ん
で

い
く
、ま
さ
し
く
、「
進
化
」な
の
で
す
。「
子
」は
、

「
孳
（
じ
）」
を
語
源
と
し
て
多
産
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
動
物
で
は
、
ネ
ズ
ミ
が
当
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
経
済
の
干
支
格
言
で
は
、「
ネ
ズ

ミ
は
繁
栄
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
ネ
ズ
ミ

算
」
の
よ
う
に
子
孫
繁
栄
を
願
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
は
、
ネ
ズ
ミ

に
か
か
わ
る
お
話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

有
名
な
の
が
、
大
国
主
命
が
、
ネ
ズ
ミ
に
助

け
ら
れ
た
お
話
で
す
。
大
国
主
命
の
神
使
は
、

ネ
ズ
ミ
と
さ
れ
、「
大
黒
様
」
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
そ
の
姿
も
、
打
ち
出
の
小
槌
を
も
た
れ
、

さ
ら
に
、
米
俵
と
白
い
ネ
ズ
ミ
を
伴
って
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
さ
し
く
、
穏
や
か
な
日
々
の

暮
ら
し
の
象
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
令
和
に
入
り
、
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
、

世
界
の
リ
ス
ク
の一つ
に
も
、「
地
球
温
暖
化
に

よ
る
自
然
災
害
」
と
い
う
の
が
ラ
ン
キ
ン
グ
し

て
い
ま
す
。
そ
の
自
然
災
害
は
、「
科
学
の
宿

命
」
で
人
知
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
こ
の
庚
子
の
年
の
干
支
に
あ
や
か
り
、

穏
や
か
で
豊
か
な
繁
栄
の
暮
ら
し
に
変
わ
り
、

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
年
で

あ
って
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　
過
日
斎
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
春
の
祈
年

祭
に
始
ま
り
、
秋
の
稔
り
を
祝
い
感
謝
す
る

大
祭
で
あ
る
「
新
嘗
祭
」
を
目
標
に
、
年
間

を
通
じ
て
多
く
の
「
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

祈
り
、
感
謝
、
そ
し
て
御
加
護
を
頂
く
、
そ
の

一
つ
の
サ
イ
ク
ル
が
、
ま
さ
に
、「
一
年
」
と

言
え
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
実

は
、「
年
」
は
、「
稲
、
お
米
」
の
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
稲
の
豊
作
、
さ
ら
に
、
五
穀
豊
穣
、

「
稔
り
」
を
祈
る
の
で
す
。「
稔
」
も
「
ね
ん
」

と
読
み
ま
す
か
ら
、
こ
の
「
祈
年
祭
、
と
し
ご

い
の
ま
つ
り
」
は
、
と
て
も
大
事
な
神
事
な
の

で
あ
り
ま
す
。

　
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
「
肺
炎
」

が
拡
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ

に
、
古
の
人
々
が
恐
れ
た
「
は
や
り
病
」「
疫

病
」
で
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
お
よ
そ
二
千
二

百
年
前
、
崇
神
天
皇
さ
ま
は
、
国
内
に
蔓
延

す
る
疫
病
を
防
ぐ
た
め
に
、
手
水
鉢
を
設
け

て
、
手
洗
い
う
が
い
の
励
行
を
、
お
命
じ
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
諸
説
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
が
、
神
社
の
手
水
舎
の
起
源
な
の
だ
そ

う
で
す
。
手
水
と
い
う
行
事
は
、「
禊
」、
身

を
削
ぐ
思
い
を
し
て
罪
汚
れ
を
祓
う
、
そ
の

簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
外
清

浄
は
、
過
去
と
今
を
祓
ひ
、
内
清
浄
は
、
未

来
を
清
め
ま
す
。「
罪
」
と
は
、「
自
己
中
心

主
義
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
わ
が
ま
ま
な
気
持
ち
」

で
す
か
ら
、
謙
虚
に
ふ
り
か
え
る
こ
と
で
、

感
謝
の
気
持
ち
に
か
わ
り
、「
外
清
浄
」
と

な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、「
前
向
き
に
人
生

を
楽
し
む
」
と
い
う
神
社
神
道
の
信
仰
の
柱

で
も
っ
て
、
神
様
と
お
約
束
を
す
る
、
お
誓

い
を
す
る
の
で
す
。「
汚
れ
」
は
、「
気
が
枯

れ
る
」
こ
と
で
す
か
ら
、
神
様
と
の
お
誓
い
、

お
約
束
を
破
ら
な
い
よ
う
、
気
が
枯
れ
な
い

よ
う
生
活
す
る
、
こ
れ
が
、「
内
清
浄
」
で
す
。

「
外
清
浄
内
清
浄
」
の
敬
神
生
活
と
、
身
を

削
ぐ
思
い
の
簡
略
化
さ
れ
た
、「
手
水
、
手
洗

い
、
う
が
い
」
の
励
行
で
、
つ
つ
が
な
い
日
々
の

く
ら
し
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
明
日
は
、
春
の
お
彼
岸
の
中
日
で
昼
と
夜

の
時
間
が
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
日
光
の
象
徴

で
あ
る
天
照
大
御
神
様
が
、
つ
か
さ
ど
ら
れ
る

昼
と
、
月
の
光
の
象
徴
で
あ
る
月
読
命
様
が
つ

か
さ
ど
ら
れ
る
夜
の
時
間
が
同
じ
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。
暦
の
上
で
も
大
変
重
要

な
節
目
で
も
あ
り
ま
す
が
、
格
別
の
御
利
益

が
あ
り
そ
う
な
神
秘
的
な
日
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
春
分
の
日
は
、
国
民
の
祝
日
で
す
が
、
古

も
、「
日
忌
み
」
と
い
っ
て
、
お
仕
事
を
お
休

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
日
の
お
伴
」

と
いっ
て
、
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
、
お
日
様

と
一
緒
に
終
日
歩
く
と
健
康
に
よ
い
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
い
ま
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
セ
ラ
ピ
ー
」

な
の
で
し
ょ
う
。「
世
界
は
も
う
デ
ジ
タ
ル
・

イ
ズ
・
エ
ブ
リ
ウ
エ
ア
（
す
べ
て
の
も
の
が
デ
ジ

タ
ル
）
に
な
って
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
現
在

社
会
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
目
に
見
え
な
い
大
き

な
も
の
、
大
自
然
の
恵
み
に
よ
っ
て
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
る
日
で
は

な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

　
当
宮
の
正
面
鳥
居
は
、
紀
元
二
千
六
百
年

記
念
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
鳥
居
の

右
の
柱
に
は
、「
日
光
照
万
民
」、
さ
ら
に
、

左
の
柱
に
は
、「
月
色
清
人
心
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
鳥
居
の
柱
に
刻
ま
れ
た
言
の
葉

に
、
寺
田
寅
彦
さ
ん
の
仰
る
、「
正
し
く
恐
れ

る
」
心
掛
け
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
私
共
の
御
先
祖
様
が
大
切
に
し
て

こ
ら
れ
た
、「
朝
に
祈
り
　
夕
べ
に
感
謝
」
と

い
う
、「
敬
神
生
活
」
の
心
掛
け
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
ま
さ
に
、
イ
ア
ン
・
ブ
レ
ー

マ
ー
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
る
、「
落
ち
着
い
て

日
常
生
活
を
続
け
る
」
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
月
次
祭
斎
行
の
過
日
の
十
五
日
に
、「
感
染

症
流
行
鎮
静
祈
願
祭
」
も
併
せ
て
執
行
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
翌
日
の
十
六
日
か
ら
は
、

御
日
供
祭
の
祝
詞
に
引
き
続
き
、「
鎮
静
祈

願
祭
」
の
祝
詞
も
奏
上
し
、
祈
願
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。
一日
も
早
い
鎮
静
、「
ピ
ー
ク
ア
ウ

ト
」
を
願
う
も
の
で
す
。

　
孔
子
の
説
い
た
道
徳
の
理
想
で
も
あ
り
、
人
の

理
想
の
姿
の
別
名
と
も
い
う
べ
き
「
仁
」
に
な
る

た
め
に
は
、
四
つ
の
心
が
必
要
で
す
。「
克
己
」
と

「
恕
」
さ
ら
に
、「
忠
」、
そ
し
て
、「
信
」
で
す
。「

克
己
」
は
、
我
意
、
わ
が
ま
ま
な
自
分
勝
手
な
気

持
ち
を
抑
え
る
こ
と
で
す
。「
恕
」
は
、
自
分
が

さ
れ
て
嫌
な
こ
と
を
決
し
て
他
人
に
し
な
い
こ
と
、

思
い
や
り
優
し
い
、
慈
し
み
あ
ふ
れ
る
心
で
す
。「

忠
」
は
、
他
人
を
欺
か
な
い
こ
と
。「
信
」
は
、
他

人
を
欺
か
な
い
よ
う
に
自
分
も
偽
ら
な
い
こ
と
で
す

。
そ
う
考
え
ま
す
と
、「
仁
」
と
い
う
人
間
の
理

想
に
近
づ
く
四
つ
の
心
の
実
践
は
、
至
難
の
業
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い

、
終
息
の
き
ざ
し
ど
こ
ろ
か
拡
大
を
続
け
て
い
ま

す
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
感
染
症
の
拡
大
は
、

戦
争
と
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
並
ぶ
、
世
界
経
済

の
三
大
リ
ス
ク
な
の
だ
そ
う
で
す
。
が
ん
研
究
の
第

一
人
者
は
、「
人
類
が
二
十
一
世
紀
中
に
が
ん
を
克

服
で
き
る
可
能
性
は
大
き
い
。
し
か
し
感
染
症
と

の
闘
い
は
永
遠
に
続
く
だ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
る
今
、
人

間
の
理
想
の
姿
に
な
る
た
め
に
至
難
の
業
で
あ
る
四

つ
の
心
を
実
践
す
べ
き
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
粛
は
、「
克
己
」
で
あ
り
ま
す
し
、
自
分
と
同

じ
よ
う
に
大
切
な
人
の
命
を
守
る
、
思
い
や
り
の
心

と
行
動
が
、「
恕
」
で
あ
り
「
忠
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
、
慎
み
深
い
生
活
を
心
掛
け
る

「
信
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
「
忠
」
と
「
信
」

が
、「
義
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　「
徳
を
お
も
い
て
怠
ら
ず
　
そ
れ
敵
す
べ
け
ん
や

」、
季
節
の
移
ろ
い
に
こ
め
ら
れ
た
「
仁
義
」
こ
そ

が
、
人
間
の
理
想
の
姿
、
道
徳
の
理
想
で
あ
る
こ

と
に
思
い
を
馳
せ
つつ
、
大
い
な
る
徳
こ
そ
が
無
敵

で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
落
ち
着
い
た
日
常
生
活

を
送
り
た
い
も
の
で
す
。
御
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
西
暦
七
百
二
十
年
に
定
め
ら
れ
た
「
養
老
令
」

と
い
う
法
律
に
は
、
月
毎
に
行
う
祭
典
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
三
月
に
は
、「
鎮
花
祭
」
と
し

る
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
疫
病
は
の
花
び
ら

が
散
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
て
、
疫
病
退
散
防
止
の
祈
願
祭
だ
っ
た
の

で
す
。
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
世
相
で
あ
り
ま
す
。

　
本
県
で
も
「
非
常
事
態
宣
言
」
が
、
解
除
さ

れ
た
と
は
い
え
、
予
断
（
よ
だ
ん
）
を
許
さ
な

い
状
況
で
す
。「
神
の
す
が
た
と
　
見
つ
つ
恐
れ

よ
」、
つ
つ
し
み
深
い
生
活
を
心
掛
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
明
日
に
も
、
全
国
で
解
除
さ
れ

そ
う
で
あ
り
ま
す
　
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
、
国

や
地
方
自
治
体
の
要
請
に
、
国
民
全
て
の
人
が

協
力
し
、
落
ち
着
い
て
生
活
を
さ
れ
た
成
果
で

あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
日
本
人
の
「
オ
ブ
リ
ー

ジ
ュ
」
が
、
遺
憾
（
い
か
ん
）
な
く
発
揮
さ
れ

た
賜
物
と
思
い
ま
す
。「
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
と
は

、
感
謝
の
心
・
公
徳
心
と
い
う
意
味
で
す
。

　
紀
元
前
六
世
紀
、
中
国
春
秋
時
代
の
鄭
の
国

の
宰
相
で
、
中
国
最
初
の
成
文
法
を
作
っ
た
と

さ
れ
る
子
産
は
、「
礼
と
は
、
天
の
経
、
地
の
義

、
民
の
行
で
あ
る
」
と
説
き
ま
し
た
。
経
と
は
、

も
と
も
と
織
物
の
た
て
糸
の
こ
と
で
、
こ
の
た

て
糸
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
布
が
で
き
る
わ
け
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
人
生
を
織
る
場
合
、
経
と

は
生
き
方
の
規
範
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
規
範

を
天
に
求
め
よ
と
い
う
こ
と
を
、
み
じ
か
く
、「

天
の
経
」
と
説
い
た
の
で
す
。
義
も
や
は
り
規

範
を
意
味
し
ま
す
の
で
、「
地
の
義
」
と
は
、
道

徳
倫
理
で
す
。
民
は
天
に
学
び
、
地
に
な
ら
っ

た
こ
と
を
実
行
し
て
ゆ
く
、
そ
れ
が
、「
民
の
行
」

で
あ
り
ま
す
。「
天
の
経
　
地
の
義
　
民
の
行
」、「

日
本
人
の
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
で
す
。
そ
の
よ
う
な

地
域
社
会
に
な
り
ま
す
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
、

三
つ
の
奉
仕
を
大
切
に
お
つ
と
め
し
て
ま
い
り

ま
す
。
御
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
今
の
よ
う
に
、
文
明
が
進
歩
し
て
い
な
い
頃
、

身
の
ま
わ
り
に
お
こ
る
、
ご
く
わ
ず
か
な
不
幸
な

出
来
事
や
病
気
や
怪
我
は
、
罪
や
穢
れ
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
罪
や

穢
れ
を
祓
っ
て
、
ま
さ
に
、「
日
々
是
好
日
」、「
今

日
が
、
本
当
に
良
い
日
」
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
も
、
つ
ま
し
い
日
常
を
願
っ
た

の
で
す
。
願
い
が
叶
っ
た
こ
と
、
叶
わ
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
折
り
合
い
を
つ
け
て
、
軌

道
の
修
正
を
は
か
り
つ
つ
、
前
向
き
に
人
生
を
楽

し
む
と
い
う
敬
神
生
活
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。「
日

清
日
新
日
進
」、
日
々
清
々
し
く
、
新
た
な
気
持

ち
で
、
前
向
き
に
歩
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
吉
田
兼
好
が
記
し
た
徒
然
草
の
第
百
二
十
三
段

に
は
、
人
間
生
活
の
基
本
条
件
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。「
第
一
に
食
ふ
物
、
第
二
に
着
る
物
、
第

三
に
居
る
所
な
り
」、
さ
ら
に
、「
薬
を
加
へ
て
、

四
つ
の
事
、
求
め
得
ざ
る
を
貧
し
と
す
。
こ
の
四

つ
欠
け
ざ
る
を
富
め
り
と
す
。
こ
の
四
つ
の
外
を

求
め
営
む
を
奢
り
と
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

衣
食
住
と
薬
が
あ
れ
ば
、
充
分
で
あ
り
、
そ
れ
以

上
望
む
の
は
贅
沢
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
「
四
つ
の
事
倹
約
な
ら
ば
、
誰
の
人
か
足

ら
ず
と
せ
ん
。」、
衣
食
住
と
薬
が
、
つ
ま
し
い
な

が
ら
足
り
て
い
れ
ば
、
人
間
生
活
の
基
本
条
件
を

満
た
し
て
い
る
と
諭
し
て
い
る
の
で
す
。

　
正
岡
子
規
さ
ん
は
、「
病
牀
六
尺
」
に
「
悟
り

と
い
う
事
は
如
何
な
る
場
合
に
も
平
気
で
死
ぬ
る

事
か
と
思
っ
て
い
た
の
は
間
違
い
で
、
悟
り
と
い

う
事
は
如
何
な
る
場
合
に
も
平
気
で
生
き
て
い
る

事
で
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
私
共
、
コ

ロ
ナ
禍
、
ま
さ
に
、
不
幸
な
出
来
事
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
徒
然
草
に
書
か
れ

て
あ
る
よ
う
に
四
つ
の
事
倹
約
で
あ
り
ま
す
の
で
、

｢日
々
是
好
日
｣、「
日
清
日
新
日
進
」
の
敬
神
生

活
を
心
が
け
つ
つ
、「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
希
望

を
持
ち
続
け
、
平
気
で
生
き
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　
私
共
の
祭
典
奉
仕
の
絶
対
条
件
は
、
清
浄
、

祓
い
で
す
。
神
社
神
道
は
、
何
よ
り
も
清
浄
を

尊
び
ま
す
。
祓
と
い
う
の
は
、「
晴
る
晴
れ
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
張
る
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
常
日
頃
は
、
気
持
ち

を
明
る
く
爽
か
に
、
そ
し
て
、
果
た
す
べ
き
役

割
を
担
っ
た
時
に
は
、
緊
張
し
自
覚
し
覚
悟
を

も
っ
て
事
に
あ
た
る
、
こ
れ
が
、「
祓
」
に
込
め

ら
れ
た
意
味
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
　

　
天
武
天
皇
様
は
、「
明
浄
正
直
勤
務
追
進
」
と

仰
せ
に
な
り
諭
さ
れ
ま
し
た
。
明
る
く
澄
み
切

っ
た
清
ら
か
な
心
、
公
明
正
大
な
嘘
を
つ
か
な

い
正
し
い
心
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
ブ

レ
な
い
」
強
い
心
、
こ
れ
が
、「
明
浄
正
直
」
で

す
。
そ
し
て
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
り
と

げ
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
、
こ
れ
が
、

「
勤
務
」
で
す
。
さ
ら
に
、
競
争
に
遅
れ
ず
、
人

と
の
競
い
は
常
に
先
頭
を
ひ
た
す
ら
走
り
続
け

る
、
こ
れ
が
、「
追
進
」
な
の
で
す
。
常
日
頃
の

心
掛
け
と
社
会
生
活
の
目
標
を
示
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　
中
世
室
町
時
代
に
「
能
」
を
大
衆
芸
能
か
ら

「
芸
術
」
に
高
め
、
昇
華
さ
せ
た
の
が
観
阿
弥
世

阿
弥
親
子
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
世
阿
弥
が
著
し

た
「
風
姿
花
伝
書
」
に
は
、「
秘
す
れ
ば
花
　
秘

せ
ず
は
花
な
か
る
べ
し
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

美
し
い
も
の
に
は
言
葉
は
い
ら
な
い
、
言
葉
で

多
く
を
語
り
着
飾
っ
た
と
こ
ろ
で
本
物
で
は
な

い
、「
秘
め
た
多
言
」
と
仰
い
ま
し
た
。
詩
人
の

相
田
み
つ
を
の
詩
に
、「
美
し
い
も
の
を
美
し
い

と
い
え
る
あ
な
た
の
心
が
美
し
い
」
と
あ
り
ま

す
。
神
社
神
道
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、「
真

善
美
」
で
す
が
、
な
か
で
も
「
美
」
を
も
っ
と

も
尊
重
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
様

が
宿
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
考
え
、
神
様
を
お

祭
り
す
る
の
は
、「
美
」
を
尊
ぶ
か
ら
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

　
今
の
世
相
で
も
、「
晴
れ
る
、
張
る
」、「
明
浄

正
直
勤
務
追
進
」
を
生
活
の
目
当
て
に
し
て
、

御
多
幸
な
暮
ら
し
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

令
和
三
年
二
月
二
日（
火
）

令
和
三
年
二
月
二
日（
火
）

節
分
祭
追
儺
式
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
為
、
規
模
縮
小
に
伴
い
、
豆
ま
き

餅
ま
き
は
中
止
し
ま
す
。
福
引
大
会
・

ぜ
ん
ざ
い
・
お
神
酒
の
振
る
舞
い
・
露

店
の
神
賑
行
事
も
中
止
し
ま
す
。
時
勢

を
鑑
み
苦
渋
の
決
断
で
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
の
程
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

●
節
分
祭
追
儺
式
（
神
事
）
並
び
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
祈
願
祭
は
、
総
代

及
び
関
係
者
の
み
に
て
従
前
通
り
午
後
五
時

四
十
五
分
開
式
に
て
執
行
し
ま
す
。

●
厄
祓
も
終
日
受
け
付
け
ま
す
。（
予
約
不
要
）

●
福
豆
は
終
日
頒
布
し
ま
す
。

●
限
定
ご
朱
印
紙
は
頒
布
し
ま
す
。

●
恵
方
巻
は
感
染
対
策
を
徹
底
し
有
志
に
て
販

売
し
ま
す
。

　
皆
様
に
は
な
じ
み
深
い
日
付
と
し
て
二
月
三

日
の
認
識
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際

に
は
節
分
は
年
に
四
度
あ
り
ま
す
。季
節
の
移

り
変
わ
り
を
よ
り
適
確
に
掴
む
為
に
設
け
ら

れ
た
と
し
て
各
季
節
の
始
ま
り
の
日
（
立
春
・

立
夏
・
立
秋
・
立
冬
）
の
前
日
が
季
節
を
分

け
る
意
味
で
全
て
節
分
に
あ
た
り
ま
す
。

　
今
年
の
立
春
前
日
の
節
分
は
二
月
二
日
で
す

が
、実
に
明
治
三
十
年
以
来
一二
四
年
ぶ
り
の
二

月
二
日
で
す
。過
去
に
は
昭
和
五
十
九
年
の
二

月
四
日
節
分
と
必
ず
し
も
二
月
三
日
に
限
り

ま
せ
ん
。殊
更
、
今
年
以
降
は
閏
年
の
翌
年
が

節
分
に
な
る
こ
と
を
留
意
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
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●
㈱
中
冷

●
農
水
フ
ー
ヅ
㈱

●
㈱
大
伸
運
輸

●
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
彦
島
支
店

●
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
下
関
南
風
泊
支
店

●
㈱
副
田
工
務
所

●
㈲
フ
ジ
タ
石
油

●
チ
ヨ
ダ
ウ
ー
テ
㈱
下
関
工
場

●
㈲
上
釜
電
機
商
会

●
桃
歳
水
産
㈱

●
香
洋
工
業
㈱

●
大
田
造
船
㈱

●
㈲
岩
原
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
業
所

●
㈲
枝
村
ド
ラ
ム
工
業
所

●
古
賀
産
業
㈱

●
㈱
室
田
組

●
㈱
サ
ン
ト
ー

●
㈲
平
田
工
業
所

●
和
田
電
機
㈱

●
大
久
保
本
店

●
㈲
百
合
野

●
山
口
整
形
外
科

●
下
関
酒
造
㈱

●
㈲
三
宅
商
店

●
テ
ー
ラ
ー
し
ば
た

●
㈱
下
関
ユ
ア
サ
建
材

●
関
門
三
協
工
業
㈱

●
㈲
南
国
シ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

●
㈲
ラ
イ
ス
＆
ミ
ル
ク
上
村

●
み
な
と
不
動
産

●
高
保
工
業
㈱

●
㈱
共
立
機
械
製
作
所
下
関
工
場

●
㈲
植
田
商
会

●
㈱
広
洋
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

●
㈱
原
工
務
店

●
三
池
屋

【
＊
順
不
同
、敬
称
略
】

令
和
二
年
年
二
月
三
日

令
和
二
年
年
二
月
三
日

節
分
祭

御
協
賛
会
社
御
芳
名

【
設
営
協
賛
の
部
】

【
設
営
協
賛
の
部
】

【
設
営
協
賛
の
部
】

大
々
式
奉
納
者
ご
芳
名

　岡 

本
　仁 

志

▼
舞
台
花
道
設
営

　
㈱
瀬
戸
工
業

▼
照
明
設
備

　
㈲
タ
ツ
ミ
電
工

新
年
御
供
米
料

奉
献
会
社
ご
芳
名
【
＊
順
不
同
、敬
称
略
】

令
和
二
年

令
和
二
年

令
和
二
年

花
手
水
開
催
の
ご
報
告

花
手
水
開
催
の
ご
報
告

　
昨
夏
、
当
宮
初
の
取
り
組
み
と
し
て
花
手
水
を
通
算
七
度

開
催
致
し
ま
し
た
。
近
年
新
し
い
日
本
の
風
習
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
る
『
夏
詣
』
の
一
環
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
祭
祀

行
事
が
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
勢
に
少
し
で
も

参
拝
者
に
明
る
く
前
向
き
な
希
望
を
抱
い
て
い
た
だ
き
た
く

満
を
持
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
「
涼
を
感
じ
た…

」
「
爽
や
か
な
気
分
に

な
れ
た…

」
等
々
、
想
像
以
上
に
反
響
が
多
く
、
各
テ
レ
ビ

局
や
新
聞
社
か
ら
取
材
も
あ
り
ま
し
た
。

公式インスタグラムを
始めました！

是非フォローして、
＃彦島八幡宮など、
＃（ハッシュタグ）を
付けて多くの投稿を
お願いします！！

彦島八幡宮ホームページをリニューアルしました公式インスタグラム ＨＩＫＯＳＨＩＭＡＨＡＣＨＩＭＡＮＧＵ.ＯＦＦＣＩＡＬ

は

な

て

み

ず
な
つ
も
う
で

【
協
賛
金
の
部
】

下
関
三
井
化
学
㈱

彦
島
製
錬
㈱

キ
ャ
ボ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
下
関
工
場

オ
ル
ネ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱
下
関
工
場

池
田
興
業
㈱
下
関
支
店

三
菱
重
工
業
㈱
下
関
造
船
所

サ
ン
セ
イ
㈱
下
関
工
場

㈲
前
田
造
船
所

日
新
リ
フ
ラ
テ
ッ
ク
㈱

下
関
唐
戸
魚
市
場
㈱

協
立
運
輸
商
事
㈱

西
和
建
工
㈱

ア
ル
ギ
ン
㈱

ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
㈱

青
木
鉄
工
㈱

㈱
田
原
工
務
店

㈱
ユ
キ
テ
ク
ノ

㈱
大
庭
工
務
店

タ
ナ
カ
機
工
㈲

花
の
タ
ム
ラ

㈱
山
口
銀
行
彦
島
支
店

西
京
銀
行
彦
島
支
店

西
中
国
信
用
金
庫
西
山
支
店

㈱
ナ
カ
ハ
ラ
プ
リ
ン
テ
ッ
ク
ス

フ
ァ
ミ
リ
マ
ー
ト
迫
町
店

＊
花
手
水…

　
神
道
で
は
、
古
来
水
が
な
い

　
場
合
に
花
や
草
木
に
つ
い
た

　
露
で
手
水
と
し
て
清
め
の
儀

　
式
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
又
、
雪
を
用
い
た
雪
手
水
の
　

　
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

●
第
一
五
八
号
（
令
和
二
年
八
月
九
日
）

●
第
一
五
九
号
（
令
和
二
年
九
月
十
五
日
）

●
第
一
六
〇
号
（
令
和
二
年
九
月
三
十
日
）

●
第
一
六
一
号
（
令
和
二
年
十
月
二
十
九
日
）

　
近
代
日
本
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
れ

た
、「
善
の
研
究
」
の
著
者
で
も
あ
る
哲
学
者
の

西
田
幾
多
郎
先
生
は
、「
見
え
る
も
の
は
見
え
ざ

る
も
の
の
影
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
水
道
管

や
ガ
ス
管
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
、
地
下
深
く
埋
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
な
る
前

の
当
た
り
前
の
日
常
が
、
本
当
に
尊
い
も
の
だ
と

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
古
語
で
は
、光
の
事
を「
か

げ
」
と
読
ま
せ
ま
し
た
。
光
を
あ
て
ら
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
陰
が
で
き
る
わ
け
で
、
実
は
、
私
ど
も

の
「
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
」
の
何
気
な
い
日
常
は
、

み
え
ざ
る
も
の
の
影
で
あ
る
、「
お
光
様
」
だ
っ

た
の
で
す
。

　
実
は
、
見
え
な
い
大
切
な
も
の
は
、「
し
ん
」

と
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
、「
見

え
ざ
る
も
の
の
影
　
お
光
様
」
で
あ
る
「
神
」。

私
共
は
、
親
か
ら
命
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
い
で
い

ま
す
が
、
命
の
別
名
で
も
あ
り
、
過
去
を
意
味
す

る
「
親
」。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
今
を
生
か
さ
れ

生
き
て
い
る
の
は
自
分
自
身
、
現
在
を
意
味
す
る

「
身
」。
さ
ら
に
、
苦
難
を
乗
り
越
え
未
来
を
切
り

開
い
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
、
未
来
を
意

味
す
る
「
新
」。
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
信
頼
と
い
う
「
信
」。
そ
の

信
頼
を
積
み
重
ね
て
、
目
に
見
え
な
い
本
物
で
あ

る
、「
真
」の
姿
に
近
づ
く
、「
真
」で
あ
り
ま
す
。「
神

親
身
新
信
真
」
で
、
す
べ
て
、「
し
ん
」
と
読
め

る
の
で
す
。

　
今
あ
る
命
は
、「
神
」「
親
」
に
心
か
ら
感
謝
し
、

自
分
自
身
で
あ
る
「
身
」
を
謙
虚
に
見
つ
め
直
し
、

未
来
で
あ
る
「
新
」
に
希
望
を
持
ち
続
け
、
工
夫

を
し
な
が
ら
「
信
」「
真
」
に
近
づ
く
生
活
を
す
る
、

「
感
謝
　
謙
虚
　
希
望
　
工
夫
の
四
Ｋ
」
で
す
。

そ
し
て
、利
他
、思
い
や
り
の
心
で
、落
ち
着
い
て
、

ゆ
と
り
を
持
っ
て
、生
活
を
す
る「
利
他
　
Ｒ
」「
落

ち
着
き
　
О
」「
ゆ
と
り
　
Ｙ
」の「
Ｒ
О
Ｙ
」で
す
。

「
四
Ｋ
プ
ラ
ス
Ｒ
О
Ｙ
」
の
新
し
い
敬
神
生
活
で
、

「
日
々
是
好
日
」、
毎
日
毎
日
が
、
お
だ
や
か
で
良

い
日
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
瞬
く
間
に
国
境
を
越

え
、
経
済
、
産
業
、
安
全
保
障
に
様
々
な
負
の
影

響
を
及
ぼ
す
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
、
ま
さ
に
、

そ
の
感
染
症
の
恐
怖
と
い
う
も
の
を
思
い
知
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
総
合
研
究
大
学
院
の
長
谷
川
大
学

長
は
、「
感
染
症
は
都
市
化
の
代
償
」
と
仰
っ
て

い
ま
す
。
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
進
化
し
て
か
ら

二
十
万
〜
三
十
万
年
が
た
ち
、
百
万
人
が
住
む
よ

う
な
大
都
市
が
出
て
き
た
の
は
せ
い
ぜ
い
数
百
年

に
す
ぎ
な
い
そ
う
で
す
。
現
在
、
世
界
人
口
の
七

十
八
億
人
の
う
ち
都
市
に
住
む
人
は
五
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
す
そ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
こ
と
を

長
谷
川
大
学
長
は
、
人
類
史
的
に
み
て
異
常
な
状

況
で
あ
る
と
仰
っ
て
い
ま
す
。
都
市
化
が
進
み
生

活
は
便
利
に
な
る
反
面
、
つ
な
が
り
の
希
薄
さ
や

脆
弱
性
が
露
呈
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
世
界
中
至
る
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
こ

と
が
不
安
定
し
か
も
不
確
実
を
増
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
時
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
変
わ
る
物
」、「
変

わ
ら
な
い
物
」、「
変
え
る
べ
き
物
」、「
決
し
て
変

え
て
は
な
ら
な
い
物
」
の
見
極
め
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
英
国
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
、
陽
性
が
わ
か
っ

た
三
月
末
、
国
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
コ

ロ
ナ
危
機
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
一
つ
挙
げ

る
な
ら
、
社
会
な
る
も
の
が
確
か
に
存
在
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
、

村
人
が
一
年
に
一
度
、
神
社
に
集
ま
り
村
の
大
事

な
取
り
決
め
を
行
う
と
い
う
の
が
、「
社
会
」
の

語
源
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
沢
山
の
方
々
が
神
社

に
集
う
「
ま
ほ
ろ
ば
」、
素
晴
ら
し
い
場
所
に
す

る
と
い
う
の
が
「
社
会
」
の
語
源
に
近
づ
く
神
社

運
営
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
神

事
行
事
を
斎
行
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
症
に
よ
り
不
易
を
浸
食
さ

れ
な
い
よ
う
、「
変
え
て
は
な
ら
な
い
」
物
が
、

変
え
ら
れ
な
い
よ
う
、「
決
し
て
変
え
て
は
な
ら

な
い
」
神
事
の
厳
修
に
つ
と
め
て
参
り
ま
す
。

　
一
年
で
二
番
目
に
美
し
い
と
さ
れ
る「
お
月
見
」、

何
と
い
う
月
で
、
い
つ
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
ご

存
知
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
、
一
番
美
し
い
と
さ
れ

る
月
は
、「
仲
秋
の
名
月
」
で
、
旧
暦
の
八
月
十

五
日
で
、
今
年
は
明
日
の
十
月
一
日
で
す
。
一
年

で
二
番
目
に
美
し
い
と
さ
れ
る
月
は
、「
十
三
夜

月
」
で
、
旧
暦
の
九
月
十
三
日
で
、
今
年
は
、
十

月
二
十
九
日
で
す
。
昔
か
ら
、
こ
の
両
方
の
月
を

見
て
、
愛
で
な
い
と
「
片
見
月
」
と
い
っ
て
縁
起

が
悪
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
仲
秋
の
名
月
」
は
、

音
楽
を
奏
で
、
宴
を
催
す
宮
廷
貴
族
の
年
中
行
事

で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
十
三
夜
月
」
は
、

月
に
宿
る
と
さ
れ
た
水
の
神
様
に
、
里
芋
や
果
物

等
を
お
供
え
し
、
感
謝
す
る
、
庶
民
の
信
仰
の
行

事
で
し
た
。
そ
の
感
謝
を
捧
げ
る
行
事
の
、「
十

三
夜
月
」
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、「
片
見
月
」
と

い
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
当
宮
の
正
面
鳥
居
の
左
の
柱
に
は
、「
月
色
清

人
心
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
来
月
の
仲
秋
の
名

月
と
十
三
夜
月
を
愛
で
ら
れ
、「
片
手
落
ち
」
な

ら
ぬ
「
片
見
月
」
に
な
り
ま
せ
ぬ
よ
う
、
ど
う
ぞ
、

そ
の
美
し
い
月
の
光
で
、
不
安
や
恐
怖
の
心
が
、

清
め
ら
れ
ま
す
「
処
方
箋
」
と
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
進
化
生
物
学
者
の
長
谷
川
眞
理
子
先
生
は
、「
人

は
本
来
、
助
け
合
う
生
き
物
と
し
て
進
化
し
て
き

た
」
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
、「
な
ぜ
人
に
お
い

て
こ
れ
ほ
ど
利
他
的
な
行
動
が
進
化
し
た
の
か
、

そ
れ
は
、
人
に
《
心
》
が
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
主

張
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
の
身
体
が
、
進
化
に
よ
っ

て
適
応
的
に
つ
く
ら
れ
た
よ
う
に
、
人
の
心
も
、

ま
た
、進
化
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。心
が
清
ま
れ
ば
、

心
が
進
化
す
れ
ば
、
不
安
や
恐
怖
を
受
け
入
れ
て

い
く
な
か
で
、
柔
ら
か
く
適
応
し
て
い
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
月
色
清
人
心
」、
癒
さ
れ
、

和
み
、
安
ら
ぎ
つ
つ
、
い
つ
も
清
ら
か
な
心
で
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。
ご
自
愛
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
明
治
時
代
の
神
道
家
で
あ
る
本
田
親
徳
は
、「
産

土
百
首
」
の
中
で
、「
音
に
聞
き
　
眼
に
見
え
る

物
等
　
悉
に
　
産
土
神
の
　
御
身
に
こ
そ
あ
れ
」

と
、
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
、
身
の
回
り
に
起
こ

っ
て
い
る
出
来
事
は
、
す
べ
て
、
神
様
の
お
姿
な

の
だ
、
こ
の
世
に
な
に
ひ
と
つ
も
人
の
力
の
及
ば

な
い
こ
と
ば
か
り
、
恐
れ
つ
つ
し
む
こ
と
の
大
切

さ
を
説
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
謙
虚
に
自

分
を
見
つ
め
直
す
瞬
間
が
、
年
毎
の
例
大
祭
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇
さ
て
、
世
界
は
、
人
口
爆
発
に
始
ま
り
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
産
業
技
術
の
発
展
に
世
界
が

追
い
つ
か
ず
、
さ
ら
に
、
気
候
変
動
や
環
境
劣
化
、

経
済
格
差
の
深
刻
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
世
界

の
知
識
人
は
、「
現
代
は
終
わ
り
の
始
ま
り
」
と

心
配
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
を
美
し
く

す
る
会
の
創
唱
者
で
相
談
役
の
鍵
山
秀
三
郎
さ
ん

は
、「
日
本
は
い
ま
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
中
で
、

か
っ
て
な
い
ほ
ど
人
心
が
荒
廃
し
て
い
る
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
確
か
に
、
戦
後
、

豊
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
大
切
な
日
本
の
伝
統
文

化
歴
史
を
置
き
忘
れ
て
、
地
位
や
名
誉
、
お
金
ば

か
り
を
追
い
求
め
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
戦
後
の
大
復
興
が
、「
幸
せ
は
物

が
豊
か
に
な
る
こ
と
」
が
、
大
目
標
で
あ
っ
た
負

の
産
物
で
も
あ
り
ま
す
。千
利
休
は
、導
歌
に
、「
稽

古
と
は
　
一
よ
り
な
ら
い
　
十
を
し
り
　
十
よ
り

か
え
る
　
も
と
の
そ
の
一
」と
、諭
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
社
神
道
は
、「
よ
み
が
え
り
、
生
ま
れ
か
わ
り
」

を
大
切
に
、さ
ら
に
、そ
の
思
い
を
繰
返
し
繰
返
し
、

積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、「
も

と
ほ
る
」、「
元
に
戻
る
」
と
い
う
営
み
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
世
界
も
日
本
も
「
終
わ
り
の
始
ま
り
」

に
な
る
の
で
は
な
く
、「
よ
み
が
え
り
、
う
ま
れ

か
わ
り
、
も
と
ほ
る
」
の
始
ま
り
に
な
る
よ
う
、

謙
虚
に
振
り
返
る
、「
も
と
の
そ
の
一
」
に
な
る

瞬
間
で
あ
る
、
日
々
月
毎
折
節
の
祭
典
の
厳
修
を

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

令和3年（皇紀2,681）1月1日 令和3年（皇紀2,681）1月1日第59号（5） 第59号（4）産土（うぶすな）産土（うぶすな）



●
㈱
中
冷

●
農
水
フ
ー
ヅ
㈱

●
㈱
大
伸
運
輸

●
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
彦
島
支
店

●
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
下
関
南
風
泊
支
店

●
㈱
副
田
工
務
所

●
㈲
フ
ジ
タ
石
油

●
チ
ヨ
ダ
ウ
ー
テ
㈱
下
関
工
場

●
㈲
上
釜
電
機
商
会

●
桃
歳
水
産
㈱

●
香
洋
工
業
㈱

●
大
田
造
船
㈱

●
㈲
岩
原
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
業
所

●
㈲
枝
村
ド
ラ
ム
工
業
所

●
古
賀
産
業
㈱

●
㈱
室
田
組

●
㈱
サ
ン
ト
ー

●
㈲
平
田
工
業
所

●
和
田
電
機
㈱

●
大
久
保
本
店

●
㈲
百
合
野

●
山
口
整
形
外
科

●
下
関
酒
造
㈱

●
㈲
三
宅
商
店

●
テ
ー
ラ
ー
し
ば
た

●
㈱
下
関
ユ
ア
サ
建
材

●
関
門
三
協
工
業
㈱

●
㈲
南
国
シ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

●
㈲
ラ
イ
ス
＆
ミ
ル
ク
上
村

●
み
な
と
不
動
産

●
高
保
工
業
㈱

●
㈱
共
立
機
械
製
作
所
下
関
工
場

●
㈲
植
田
商
会

●
㈱
広
洋
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

●
㈱
原
工
務
店

●
三
池
屋

【
＊
順
不
同
、敬
称
略
】

令
和
二
年
年
二
月
三
日

令
和
二
年
年
二
月
三
日

節
分
祭

御
協
賛
会
社
御
芳
名

【
設
営
協
賛
の
部
】

【
設
営
協
賛
の
部
】

【
設
営
協
賛
の
部
】

大
々
式
奉
納
者
ご
芳
名

　岡 

本
　仁 

志

▼
舞
台
花
道
設
営

　
㈱
瀬
戸
工
業

▼
照
明
設
備

　
㈲
タ
ツ
ミ
電
工

新
年
御
供
米
料

奉
献
会
社
ご
芳
名
【
＊
順
不
同
、敬
称
略
】

令
和
二
年

令
和
二
年

令
和
二
年

花
手
水
開
催
の
ご
報
告

花
手
水
開
催
の
ご
報
告

　
昨
夏
、
当
宮
初
の
取
り
組
み
と
し
て
花
手
水
を
通
算
七
度

開
催
致
し
ま
し
た
。
近
年
新
し
い
日
本
の
風
習
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
る
『
夏
詣
』
の
一
環
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
祭
祀

行
事
が
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
勢
に
少
し
で
も

参
拝
者
に
明
る
く
前
向
き
な
希
望
を
抱
い
て
い
た
だ
き
た
く

満
を
持
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
「
涼
を
感
じ
た…

」
「
爽
や
か
な
気
分
に

な
れ
た…

」
等
々
、
想
像
以
上
に
反
響
が
多
く
、
各
テ
レ
ビ

局
や
新
聞
社
か
ら
取
材
も
あ
り
ま
し
た
。

公式インスタグラムを
始めました！

是非フォローして、
＃彦島八幡宮など、
＃（ハッシュタグ）を
付けて多くの投稿を
お願いします！！

彦島八幡宮ホームページをリニューアルしました公式インスタグラム ＨＩＫＯＳＨＩＭＡＨＡＣＨＩＭＡＮＧＵ.ＯＦＦＣＩＡＬ

は

な

て

み

ず
な
つ
も
う
で

【
協
賛
金
の
部
】

下
関
三
井
化
学
㈱

彦
島
製
錬
㈱

キ
ャ
ボ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
下
関
工
場

オ
ル
ネ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱
下
関
工
場

池
田
興
業
㈱
下
関
支
店

三
菱
重
工
業
㈱
下
関
造
船
所

サ
ン
セ
イ
㈱
下
関
工
場

㈲
前
田
造
船
所

日
新
リ
フ
ラ
テ
ッ
ク
㈱

下
関
唐
戸
魚
市
場
㈱

協
立
運
輸
商
事
㈱

西
和
建
工
㈱

ア
ル
ギ
ン
㈱

ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
㈱

青
木
鉄
工
㈱

㈱
田
原
工
務
店

㈱
ユ
キ
テ
ク
ノ

㈱
大
庭
工
務
店

タ
ナ
カ
機
工
㈲

花
の
タ
ム
ラ

㈱
山
口
銀
行
彦
島
支
店

西
京
銀
行
彦
島
支
店

西
中
国
信
用
金
庫
西
山
支
店

㈱
ナ
カ
ハ
ラ
プ
リ
ン
テ
ッ
ク
ス

フ
ァ
ミ
リ
マ
ー
ト
迫
町
店

＊
花
手
水…

　
神
道
で
は
、
古
来
水
が
な
い

　
場
合
に
花
や
草
木
に
つ
い
た

　
露
で
手
水
と
し
て
清
め
の
儀

　
式
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
又
、
雪
を
用
い
た
雪
手
水
の
　

　
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

●
第
一
五
八
号
（
令
和
二
年
八
月
九
日
）

●
第
一
五
九
号
（
令
和
二
年
九
月
十
五
日
）

●
第
一
六
〇
号
（
令
和
二
年
九
月
三
十
日
）

●
第
一
六
一
号
（
令
和
二
年
十
月
二
十
九
日
）

　
近
代
日
本
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
れ

た
、「
善
の
研
究
」
の
著
者
で
も
あ
る
哲
学
者
の

西
田
幾
多
郎
先
生
は
、「
見
え
る
も
の
は
見
え
ざ

る
も
の
の
影
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
水
道
管

や
ガ
ス
管
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
、
地
下
深
く
埋
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
な
る
前

の
当
た
り
前
の
日
常
が
、
本
当
に
尊
い
も
の
だ
と

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
古
語
で
は
、光
の
事
を「
か

げ
」
と
読
ま
せ
ま
し
た
。
光
を
あ
て
ら
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
陰
が
で
き
る
わ
け
で
、
実
は
、
私
ど
も

の
「
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
」
の
何
気
な
い
日
常
は
、

み
え
ざ
る
も
の
の
影
で
あ
る
、「
お
光
様
」
だ
っ

た
の
で
す
。

　
実
は
、
見
え
な
い
大
切
な
も
の
は
、「
し
ん
」

と
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
、「
見

え
ざ
る
も
の
の
影
　
お
光
様
」
で
あ
る
「
神
」。

私
共
は
、
親
か
ら
命
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
い
で
い

ま
す
が
、
命
の
別
名
で
も
あ
り
、
過
去
を
意
味
す

る
「
親
」。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
今
を
生
か
さ
れ

生
き
て
い
る
の
は
自
分
自
身
、
現
在
を
意
味
す
る

「
身
」。
さ
ら
に
、
苦
難
を
乗
り
越
え
未
来
を
切
り

開
い
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
、
未
来
を
意

味
す
る
「
新
」。
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
信
頼
と
い
う
「
信
」。
そ
の

信
頼
を
積
み
重
ね
て
、
目
に
見
え
な
い
本
物
で
あ

る
、「
真
」の
姿
に
近
づ
く
、「
真
」で
あ
り
ま
す
。「
神

親
身
新
信
真
」
で
、
す
べ
て
、「
し
ん
」
と
読
め

る
の
で
す
。

　
今
あ
る
命
は
、「
神
」「
親
」
に
心
か
ら
感
謝
し
、

自
分
自
身
で
あ
る
「
身
」
を
謙
虚
に
見
つ
め
直
し
、

未
来
で
あ
る
「
新
」
に
希
望
を
持
ち
続
け
、
工
夫

を
し
な
が
ら
「
信
」「
真
」
に
近
づ
く
生
活
を
す
る
、

「
感
謝
　
謙
虚
　
希
望
　
工
夫
の
四
Ｋ
」
で
す
。

そ
し
て
、利
他
、思
い
や
り
の
心
で
、落
ち
着
い
て
、

ゆ
と
り
を
持
っ
て
、生
活
を
す
る「
利
他
　
Ｒ
」「
落

ち
着
き
　
О
」「
ゆ
と
り
　
Ｙ
」の「
Ｒ
О
Ｙ
」で
す
。

「
四
Ｋ
プ
ラ
ス
Ｒ
О
Ｙ
」
の
新
し
い
敬
神
生
活
で
、

「
日
々
是
好
日
」、
毎
日
毎
日
が
、
お
だ
や
か
で
良

い
日
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
瞬
く
間
に
国
境
を
越

え
、
経
済
、
産
業
、
安
全
保
障
に
様
々
な
負
の
影

響
を
及
ぼ
す
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
、
ま
さ
に
、

そ
の
感
染
症
の
恐
怖
と
い
う
も
の
を
思
い
知
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
総
合
研
究
大
学
院
の
長
谷
川
大
学

長
は
、「
感
染
症
は
都
市
化
の
代
償
」
と
仰
っ
て

い
ま
す
。
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
進
化
し
て
か
ら

二
十
万
〜
三
十
万
年
が
た
ち
、
百
万
人
が
住
む
よ

う
な
大
都
市
が
出
て
き
た
の
は
せ
い
ぜ
い
数
百
年

に
す
ぎ
な
い
そ
う
で
す
。
現
在
、
世
界
人
口
の
七

十
八
億
人
の
う
ち
都
市
に
住
む
人
は
五
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
す
そ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
こ
と
を

長
谷
川
大
学
長
は
、
人
類
史
的
に
み
て
異
常
な
状

況
で
あ
る
と
仰
っ
て
い
ま
す
。
都
市
化
が
進
み
生

活
は
便
利
に
な
る
反
面
、
つ
な
が
り
の
希
薄
さ
や

脆
弱
性
が
露
呈
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
世
界
中
至
る
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
こ

と
が
不
安
定
し
か
も
不
確
実
を
増
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
時
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
変
わ
る
物
」、「
変

わ
ら
な
い
物
」、「
変
え
る
べ
き
物
」、「
決
し
て
変

え
て
は
な
ら
な
い
物
」
の
見
極
め
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
英
国
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
、
陽
性
が
わ
か
っ

た
三
月
末
、
国
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
コ

ロ
ナ
危
機
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
一
つ
挙
げ

る
な
ら
、
社
会
な
る
も
の
が
確
か
に
存
在
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
、

村
人
が
一
年
に
一
度
、
神
社
に
集
ま
り
村
の
大
事

な
取
り
決
め
を
行
う
と
い
う
の
が
、「
社
会
」
の

語
源
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
沢
山
の
方
々
が
神
社

に
集
う
「
ま
ほ
ろ
ば
」、
素
晴
ら
し
い
場
所
に
す

る
と
い
う
の
が
「
社
会
」
の
語
源
に
近
づ
く
神
社

運
営
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
神

事
行
事
を
斎
行
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
症
に
よ
り
不
易
を
浸
食
さ

れ
な
い
よ
う
、「
変
え
て
は
な
ら
な
い
」
物
が
、

変
え
ら
れ
な
い
よ
う
、「
決
し
て
変
え
て
は
な
ら

な
い
」
神
事
の
厳
修
に
つ
と
め
て
参
り
ま
す
。

　
一
年
で
二
番
目
に
美
し
い
と
さ
れ
る「
お
月
見
」、

何
と
い
う
月
で
、
い
つ
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
ご

存
知
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
、
一
番
美
し
い
と
さ
れ

る
月
は
、「
仲
秋
の
名
月
」
で
、
旧
暦
の
八
月
十

五
日
で
、
今
年
は
明
日
の
十
月
一
日
で
す
。
一
年

で
二
番
目
に
美
し
い
と
さ
れ
る
月
は
、「
十
三
夜

月
」
で
、
旧
暦
の
九
月
十
三
日
で
、
今
年
は
、
十

月
二
十
九
日
で
す
。
昔
か
ら
、
こ
の
両
方
の
月
を

見
て
、
愛
で
な
い
と
「
片
見
月
」
と
い
っ
て
縁
起

が
悪
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
仲
秋
の
名
月
」
は
、

音
楽
を
奏
で
、
宴
を
催
す
宮
廷
貴
族
の
年
中
行
事

で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
十
三
夜
月
」
は
、

月
に
宿
る
と
さ
れ
た
水
の
神
様
に
、
里
芋
や
果
物

等
を
お
供
え
し
、
感
謝
す
る
、
庶
民
の
信
仰
の
行

事
で
し
た
。
そ
の
感
謝
を
捧
げ
る
行
事
の
、「
十

三
夜
月
」
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、「
片
見
月
」
と

い
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
当
宮
の
正
面
鳥
居
の
左
の
柱
に
は
、「
月
色
清

人
心
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
来
月
の
仲
秋
の
名

月
と
十
三
夜
月
を
愛
で
ら
れ
、「
片
手
落
ち
」
な

ら
ぬ
「
片
見
月
」
に
な
り
ま
せ
ぬ
よ
う
、
ど
う
ぞ
、

そ
の
美
し
い
月
の
光
で
、
不
安
や
恐
怖
の
心
が
、

清
め
ら
れ
ま
す
「
処
方
箋
」
と
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
進
化
生
物
学
者
の
長
谷
川
眞
理
子
先
生
は
、「
人

は
本
来
、
助
け
合
う
生
き
物
と
し
て
進
化
し
て
き

た
」
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
、「
な
ぜ
人
に
お
い

て
こ
れ
ほ
ど
利
他
的
な
行
動
が
進
化
し
た
の
か
、

そ
れ
は
、
人
に
《
心
》
が
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
主

張
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
の
身
体
が
、
進
化
に
よ
っ

て
適
応
的
に
つ
く
ら
れ
た
よ
う
に
、
人
の
心
も
、

ま
た
、進
化
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。心
が
清
ま
れ
ば
、

心
が
進
化
す
れ
ば
、
不
安
や
恐
怖
を
受
け
入
れ
て

い
く
な
か
で
、
柔
ら
か
く
適
応
し
て
い
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
月
色
清
人
心
」、
癒
さ
れ
、

和
み
、
安
ら
ぎ
つ
つ
、
い
つ
も
清
ら
か
な
心
で
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。
ご
自
愛
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
明
治
時
代
の
神
道
家
で
あ
る
本
田
親
徳
は
、「
産

土
百
首
」
の
中
で
、「
音
に
聞
き
　
眼
に
見
え
る

物
等
　
悉
に
　
産
土
神
の
　
御
身
に
こ
そ
あ
れ
」

と
、
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
、
身
の
回
り
に
起
こ

っ
て
い
る
出
来
事
は
、
す
べ
て
、
神
様
の
お
姿
な

の
だ
、
こ
の
世
に
な
に
ひ
と
つ
も
人
の
力
の
及
ば

な
い
こ
と
ば
か
り
、
恐
れ
つ
つ
し
む
こ
と
の
大
切

さ
を
説
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
謙
虚
に
自

分
を
見
つ
め
直
す
瞬
間
が
、
年
毎
の
例
大
祭
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇
さ
て
、
世
界
は
、
人
口
爆
発
に
始
ま
り
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
産
業
技
術
の
発
展
に
世
界
が

追
い
つ
か
ず
、
さ
ら
に
、
気
候
変
動
や
環
境
劣
化
、

経
済
格
差
の
深
刻
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
世
界

の
知
識
人
は
、「
現
代
は
終
わ
り
の
始
ま
り
」
と

心
配
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
を
美
し
く

す
る
会
の
創
唱
者
で
相
談
役
の
鍵
山
秀
三
郎
さ
ん

は
、「
日
本
は
い
ま
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
中
で
、

か
っ
て
な
い
ほ
ど
人
心
が
荒
廃
し
て
い
る
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
確
か
に
、
戦
後
、

豊
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
大
切
な
日
本
の
伝
統
文

化
歴
史
を
置
き
忘
れ
て
、
地
位
や
名
誉
、
お
金
ば

か
り
を
追
い
求
め
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
戦
後
の
大
復
興
が
、「
幸
せ
は
物

が
豊
か
に
な
る
こ
と
」
が
、
大
目
標
で
あ
っ
た
負

の
産
物
で
も
あ
り
ま
す
。千
利
休
は
、導
歌
に
、「
稽

古
と
は
　
一
よ
り
な
ら
い
　
十
を
し
り
　
十
よ
り

か
え
る
　
も
と
の
そ
の
一
」と
、諭
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
社
神
道
は
、「
よ
み
が
え
り
、
生
ま
れ
か
わ
り
」

を
大
切
に
、さ
ら
に
、そ
の
思
い
を
繰
返
し
繰
返
し
、

積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、「
も

と
ほ
る
」、「
元
に
戻
る
」
と
い
う
営
み
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
世
界
も
日
本
も
「
終
わ
り
の
始
ま
り
」

に
な
る
の
で
は
な
く
、「
よ
み
が
え
り
、
う
ま
れ

か
わ
り
、
も
と
ほ
る
」
の
始
ま
り
に
な
る
よ
う
、

謙
虚
に
振
り
返
る
、「
も
と
の
そ
の
一
」
に
な
る

瞬
間
で
あ
る
、
日
々
月
毎
折
節
の
祭
典
の
厳
修
を

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。
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六連島八幡宮秋季例大祭を終えて記念撮影（上）。
国の重要文化財指定に答申された六連島灯台（左上）。
ハウスの中は、色彩豊かなガーベラが美しい（左下）。

夏
越
祭
、「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」（
上
）と「
戸
別
祓
い
」（
下
）の
様
子
。

秋
季
例
大
祭
、「
湯
立
神
事
」（
上
）と「
御
神
幸
祭
」（
下
）の
風
景
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
彦
島
八
幡

宮
の
祭
事
は
中
止
も
し
く
は
縮
小
と
な
っ
た
が
、
六
連
島

八
幡
宮
の
伝
統
祭
事「
夏
越
祭
」と「
秋
季
例
大
祭
」を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
寄
稿
し
ま
す
。

【
夏
越
祭
　七
月
二
十
五
日（
土
）】

　
竹
崎
港
十
時
発
便
に
乗
船
。
目
黒
一
彦
宮
総
代
長
の
出

迎
い
を
受
け
、
歴
史
を
感
じ
る
石
積
の
階
段
を
上
り
六
連

島
八
幡
宮
に
到
着
。
御
神
前
に
は
、
お
神
酒
・
米
、
地
元

で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
が
供
え
ら
れ
、
神
事
の
準
備
に
入
る
。

　
柴
田
宜
夫
宮
司
が
玉
串
（
人
形
の
紙
に
結
ん
だ
カ
ヤ
を

差
し
込
む
）
を
作
り
、
山
本
光
徳
権
禰
宜
が
茅
の
輪
を
組

み
立
て
た
。
四
人
の
宮
総
代
が
参
加
し
て
神
事
が
始
ま
り
、

茅
の
輪
を
潜
っ
て
玉
串
を
奉
奠
し
、
最
後
に
お
供
え
の
お

神
酒
と
生
米
を
一
摘
ま
み
い
た
だ
い
た
。
戸
別
祓
い
は
、

二
手
に
分
か
れ
て
約
三
十
軒
の
家
を
回
っ
た
。
神
棚
と
仏

壇
を
配
し
た
各
家
は
、
塩
水
と
笹
（
又
は
南
天
の
葉
）
を

用
意
し
て
宮
司
を
迎
え
た
。
一
軒
一
軒
、
ご
家
族
の
健
康

を
気
遣
い
な
が
ら
丁
寧
に
挨
拶
を
交
わ
す
柴
田
宮
司
。
永

年
の
戸
別
祓
い
で
心
通
わ
せ
た
深
い
信
頼
関
係
を
感
じ
た
。

茅
の
輪
は
、
鳥
居
に
結
び
付
け
ら
れ
漁
村
セ
ン
タ
ー
か
ら

よ
く
見
え
た
。
島
の
人
々
は
こ
の
茅
の
輪
を
潜
っ
て
無
病

息
災
を
祈
る
。
昔
は
、
牛
を
潮
で
洗
っ
て
清
め
て
い
た
そ

う
だ
。

【
秋
季
例
大
祭
　十
月
四
日（
日
）〜
五
日（
月
）】

　
四
日
の
前
夜
祭
は
、戸
別
祓
い
と
湯
立
神
事
が
あ
る
。

島
到
着
一
番
に
、
当
元
の
高
山
宏
様
宅
玄
関
に
飾
っ
た
注

連
縄
に
紙
垂
が
つ
け
ら
れ
た
。関
係
者
と
の
打
合
せ
を
済

ま
せ
、
二
十
九
軒
の
戸
別
祓
い
を
終
え
た
の
は
十
四
時
頃
。

当
元
家
に
て
、
そ
の
日
島
で
採
れ
た
サ
ザ
エ
や
ヒ
ラ
メ
な

ど
心
の
こ
も
っ
た
昼
食
を
御
馳
走
に
な
り
、
玉
串
や
御
幣

の
製
作
に
入
っ
た
。夕
刻
に
な
る
と
、
境
内
に
参
列
者
が
笹

を
持
ち
、
神
社
奥
の
釜
付
近
に
古
い
御
札
や
御
守
類
が
持

ち
込
ま
れ
た
。約
六
十
名
が
参
列
し
て
、
十
八
時
三
十
分
よ

り
前
夜
祭
（
湯
立
神
事
）
が
始
ま
っ
た
。神
事
後
釜
に
火
が

入
り
、
柴
田
宜
夫
宮
司
が
人
形
と
御
幣
を
釜
に
入
れ
て
か

き
混
ぜ
、
湯
を
汲
み
取
っ
た
。そ
の
御
水（
ご
す
い
）は
、
神

様
に
供
え
ら
れ
た
。参
列
者
全
員
が
、
御
神
酒
・
甘
酒
・
御

水
・
生
米
を
い
た
だ
き
持
ち
寄
っ
た
笹
で
湯
の
雫
を
浴
び

て
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
。五
日
は
、
本
殿
祭
と
御
神
幸
祭

で
あ
る
。お
下
り
は
、
当
元
・
太
鼓
方
を
先
頭
に
十
一
人
で

担
ぐ
神
輿
が
浜
に
向
か
っ
た
。御
旅
所
で
の
神
事
を
無
事

終
え
八
幡
宮
に
神
輿
が
納
め
ら
れ
た
の
は
十
二
時
を
過
ぎ

て
い
た
。帰
省
し
た
若
者
達
が
い
る
う
ち
に
と
手
際
よ
く

幟
が
収
め
ら
れ
た
。六
連
島
初
奉
仕
と
な
っ
た
柴
田
明
典

権
禰
宜
の
堂
々
た
る
御
姿
と
島
独
特
の
し
め
縄
の
形
や
供

え
物
の「
か
け
鯛（
雄
雌
一
体
）」が
印
象
深
か
っ
た
。

【
人
の
心
と
、生
活
原
風
景
が
残
る
六
連
島
】

　
六
連
島
は
、
日
本
書
紀
の
仲
哀
紀
に
「
没
利
島
」
と
し

て
登
場
す
る
。
名
前
の
由
来
は
、十
六
世
紀
末
に
所
謂
「
六

軒
株
」
と
称
さ
れ
る
人
々
が
入
植
さ
れ
、
土
地
を
六
つ
に

分
け
た
等
諸
説
あ
る
。
島
の
灯
台
は
、
昨
年
国
の
重
要
文

化
財
指
定
に
答
申
さ
れ
た
。
国
指
定
天
然
記
念
物
の
雲
母

玄
武
岩
や
ウ
ニ
の
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
発
祥
の
地
な
ど
歴
史

文
化
財
の
宝
庫
で
、
花
の
ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。

「
六
連
島
村
落
の
社
会
と
生
活
（
一
九
六
〇
年
調
べ
）」
に

年
中
行
事
二
十
項
目
が
紹
介
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
精
神
が

継
承
さ
れ
て
い
る
。
信
仰
深
い
島
の
人
々
の
心
と
生
活
原

令
和
二
年　

風
景
が
随
所
に
残
り
、
忙
し
い
現
代
人
が
忘
れ
て
し
ま
っ

た
大
切
な
時
と
空
気
感
の
よ
う
な
も
の
が
と
て
も
心
地
よ

い
。
幾
度
も
訪
れ
て
み
た
く
な
る
神
と
人
の
島
で
あ
る
。

フ
ォ
ト
メッ
セ
ン
ジ
ャ
ー   

中 

野

　英 

治

六
連
島
＝
祭
り
紀
行

六
連
島
＝
祭
り
紀
行

六
連
島
＝
祭
り
紀
行

ゆ
た
て
し
ん
じ

ひ
と
が
た

ひ
と
が
た

　
コ
ロ
ナ
禍
の
時
勢
を
鑑
み
、
御
神
幸
祭
と
神
賑
行
事
を

中
止
し
、
総
代
は
じ
め
少
数
の
関
係
者
の
み
に
て
規
模
縮

小
の
上
、
工
夫
し
な
が
ら
ご
奉
仕
申
し
上
げ
ま
し
た
。

無
形
民
俗
文
化
財

　『サ
イ
上
リ
神
事
』
斎
行

無
形
民
俗
文
化
財

　『サ
イ
上
ﾘ
神
事
』
斎
行

御
創
祀
八
百
六
拾
壱
年 

秋
季
例
大
祭   

十
月
十
八
日（
日
）

舞役の可知重成氏（左）、５８年ぶりの獅子人役を熱く演じた園田貞治氏（右）

　
昨
年
十
月
よ
り
彦
島
八
幡
宮
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
柴
田
明
典

と
申
し
ま
す
。

　
私
は
、
三
重
県
伊
勢
市
に
あ
り
ま
す
皇
學
館
大
学
で
、
神
職
の
資
格
を
取
り
、

平
成
二
十
六
年
よ
り
島
根
県
松
江
市
に
あ
り
ま
す
平
濱
八
幡
宮
と
い
う
神
社
に

奉
職
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
元
彦
島
に
戻
り
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
神

社
に
奉
仕
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
と
と

も
に
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　
神
職
と
し
て
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
の
身
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、何
か
と
至
ら
ぬ
所
も
あ
る
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、

少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
勤
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
宮
で
は
、
ご
参
拝
の
皆
様
の
ご
安
全
・
ご
健
康
を
考
慮
し
、
左
記

の
通
り
対
応
致
し
て
お
り
ま
す
。

初
詣
は一
月
いっ
ぱ
い
を
目
途
に
お
参
り
下
さ
い
。
三
月
末
日
ま
で
午
後

五
時
閉
門
で
す
。皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
恒
例
祭
典
・
神
賑
行
事
に
つ
い
て
】

　
当
面
の
間
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
適

宜
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

【
ご
祈
願
（
お
祓
い
）
に
つ
い
て
】

　
予
約
は
不
要
で
す
。（
※
但
し
、会
社
企
業
団
体
の
場
合
は
予
約
要
。）

　
本
殿
内
は
常
時
換
気
の
為
、窓
・
扉
を
開
放
し
、人
数
制
限
を
設
け

て
い
ま
す
。ご
参
拝
の
皆
様
方
も
本
殿
内
昇
殿
の
際
は
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

を
し
、マ
ス
ク
着
用
に
ご
協
力
下
さ
い
。体
調
不
良
の
場
合
は
、ご
遠
慮
願

い
ま
す
。冬
季
ご
祈
願
は
防
寒
対
策
も
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
守
札
授
与
所
・
御
朱
印
に
つ
い
て
】

　
職
員
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
徹
底
の
上
、
マ
ス
ク
着
用
に
て
応
対
致
し

ま
す
。
ご
朱
印
は
直
筆
・
書
置
共
に
対
応
し
ま
す
。
楼
門
内
各
所
に

は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
看
板
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
参
照
ご
利
用
下
さ
い
。

【
神
社
会
館
瑞
鳳
殿 

の
営
業
に
つ
い
て
】

　
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
会
席
料
理
・
仕
出
し
弁
当
オ
ー
ド
ブ
ル
・

仕
出
し
お
刺
身
の
盛
り
合
わ
せ
・
河
豚
（
刺
身
・
鍋
）
の
地
方
発
送
等
、

ご
利
用
下
さ
い
。

　
＊
瑞
鳳
殿
連
絡
先
　
℡
０
８
３ 

― 

２
３
３ 

― 

１
９
８
６

一
日
も
早
い
事
態
の
収
束
鎮
静
化
と
、
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

変
わ
ら
な
い
祈
り
の
た
め
に
、
ご
協
力
の
程
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶

権  

禰  

宜
　

   

柴 

田
　
明 

典

異
動
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

あ
が
あ
が
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六連島八幡宮秋季例大祭を終えて記念撮影（上）。
国の重要文化財指定に答申された六連島灯台（左上）。
ハウスの中は、色彩豊かなガーベラが美しい（左下）。

夏
越
祭
、「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」（
上
）と「
戸
別
祓
い
」（
下
）の
様
子
。

秋
季
例
大
祭
、「
湯
立
神
事
」（
上
）と「
御
神
幸
祭
」（
下
）の
風
景
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
彦
島
八
幡

宮
の
祭
事
は
中
止
も
し
く
は
縮
小
と
な
っ
た
が
、
六
連
島

八
幡
宮
の
伝
統
祭
事「
夏
越
祭
」と「
秋
季
例
大
祭
」を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
寄
稿
し
ま
す
。

【
夏
越
祭
　七
月
二
十
五
日（
土
）】

　
竹
崎
港
十
時
発
便
に
乗
船
。
目
黒
一
彦
宮
総
代
長
の
出

迎
い
を
受
け
、
歴
史
を
感
じ
る
石
積
の
階
段
を
上
り
六
連

島
八
幡
宮
に
到
着
。
御
神
前
に
は
、
お
神
酒
・
米
、
地
元

で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
が
供
え
ら
れ
、
神
事
の
準
備
に
入
る
。

　
柴
田
宜
夫
宮
司
が
玉
串
（
人
形
の
紙
に
結
ん
だ
カ
ヤ
を

差
し
込
む
）
を
作
り
、
山
本
光
徳
権
禰
宜
が
茅
の
輪
を
組

み
立
て
た
。
四
人
の
宮
総
代
が
参
加
し
て
神
事
が
始
ま
り
、

茅
の
輪
を
潜
っ
て
玉
串
を
奉
奠
し
、
最
後
に
お
供
え
の
お

神
酒
と
生
米
を
一
摘
ま
み
い
た
だ
い
た
。
戸
別
祓
い
は
、

二
手
に
分
か
れ
て
約
三
十
軒
の
家
を
回
っ
た
。
神
棚
と
仏

壇
を
配
し
た
各
家
は
、
塩
水
と
笹
（
又
は
南
天
の
葉
）
を

用
意
し
て
宮
司
を
迎
え
た
。
一
軒
一
軒
、
ご
家
族
の
健
康

を
気
遣
い
な
が
ら
丁
寧
に
挨
拶
を
交
わ
す
柴
田
宮
司
。
永

年
の
戸
別
祓
い
で
心
通
わ
せ
た
深
い
信
頼
関
係
を
感
じ
た
。

茅
の
輪
は
、
鳥
居
に
結
び
付
け
ら
れ
漁
村
セ
ン
タ
ー
か
ら

よ
く
見
え
た
。
島
の
人
々
は
こ
の
茅
の
輪
を
潜
っ
て
無
病

息
災
を
祈
る
。
昔
は
、
牛
を
潮
で
洗
っ
て
清
め
て
い
た
そ

う
だ
。

【
秋
季
例
大
祭
　十
月
四
日（
日
）〜
五
日（
月
）】

　
四
日
の
前
夜
祭
は
、戸
別
祓
い
と
湯
立
神
事
が
あ
る
。

島
到
着
一
番
に
、
当
元
の
高
山
宏
様
宅
玄
関
に
飾
っ
た
注

連
縄
に
紙
垂
が
つ
け
ら
れ
た
。関
係
者
と
の
打
合
せ
を
済

ま
せ
、
二
十
九
軒
の
戸
別
祓
い
を
終
え
た
の
は
十
四
時
頃
。

当
元
家
に
て
、
そ
の
日
島
で
採
れ
た
サ
ザ
エ
や
ヒ
ラ
メ
な

ど
心
の
こ
も
っ
た
昼
食
を
御
馳
走
に
な
り
、
玉
串
や
御
幣

の
製
作
に
入
っ
た
。夕
刻
に
な
る
と
、
境
内
に
参
列
者
が
笹

を
持
ち
、
神
社
奥
の
釜
付
近
に
古
い
御
札
や
御
守
類
が
持

ち
込
ま
れ
た
。約
六
十
名
が
参
列
し
て
、
十
八
時
三
十
分
よ

り
前
夜
祭
（
湯
立
神
事
）
が
始
ま
っ
た
。神
事
後
釜
に
火
が

入
り
、
柴
田
宜
夫
宮
司
が
人
形
と
御
幣
を
釜
に
入
れ
て
か

き
混
ぜ
、
湯
を
汲
み
取
っ
た
。そ
の
御
水（
ご
す
い
）は
、
神

様
に
供
え
ら
れ
た
。参
列
者
全
員
が
、
御
神
酒
・
甘
酒
・
御

水
・
生
米
を
い
た
だ
き
持
ち
寄
っ
た
笹
で
湯
の
雫
を
浴
び

て
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
。五
日
は
、
本
殿
祭
と
御
神
幸
祭

で
あ
る
。お
下
り
は
、
当
元
・
太
鼓
方
を
先
頭
に
十
一
人
で

担
ぐ
神
輿
が
浜
に
向
か
っ
た
。御
旅
所
で
の
神
事
を
無
事

終
え
八
幡
宮
に
神
輿
が
納
め
ら
れ
た
の
は
十
二
時
を
過
ぎ

て
い
た
。帰
省
し
た
若
者
達
が
い
る
う
ち
に
と
手
際
よ
く

幟
が
収
め
ら
れ
た
。六
連
島
初
奉
仕
と
な
っ
た
柴
田
明
典

権
禰
宜
の
堂
々
た
る
御
姿
と
島
独
特
の
し
め
縄
の
形
や
供

え
物
の「
か
け
鯛（
雄
雌
一
体
）」が
印
象
深
か
っ
た
。

【
人
の
心
と
、生
活
原
風
景
が
残
る
六
連
島
】

　
六
連
島
は
、
日
本
書
紀
の
仲
哀
紀
に
「
没
利
島
」
と
し

て
登
場
す
る
。
名
前
の
由
来
は
、十
六
世
紀
末
に
所
謂
「
六

軒
株
」
と
称
さ
れ
る
人
々
が
入
植
さ
れ
、
土
地
を
六
つ
に

分
け
た
等
諸
説
あ
る
。
島
の
灯
台
は
、
昨
年
国
の
重
要
文

化
財
指
定
に
答
申
さ
れ
た
。
国
指
定
天
然
記
念
物
の
雲
母

玄
武
岩
や
ウ
ニ
の
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
発
祥
の
地
な
ど
歴
史

文
化
財
の
宝
庫
で
、
花
の
ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。

「
六
連
島
村
落
の
社
会
と
生
活
（
一
九
六
〇
年
調
べ
）」
に

年
中
行
事
二
十
項
目
が
紹
介
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
精
神
が

継
承
さ
れ
て
い
る
。
信
仰
深
い
島
の
人
々
の
心
と
生
活
原

令
和
二
年　

風
景
が
随
所
に
残
り
、
忙
し
い
現
代
人
が
忘
れ
て
し
ま
っ

た
大
切
な
時
と
空
気
感
の
よ
う
な
も
の
が
と
て
も
心
地
よ

い
。
幾
度
も
訪
れ
て
み
た
く
な
る
神
と
人
の
島
で
あ
る
。

フ
ォ
ト
メッ
セ
ン
ジ
ャ
ー   

中 

野

　英 

治

六
連
島
＝
祭
り
紀
行

六
連
島
＝
祭
り
紀
行

六
連
島
＝
祭
り
紀
行

ゆ
た
て
し
ん
じ

ひ
と
が
た

ひ
と
が
た

　
コ
ロ
ナ
禍
の
時
勢
を
鑑
み
、
御
神
幸
祭
と
神
賑
行
事
を

中
止
し
、
総
代
は
じ
め
少
数
の
関
係
者
の
み
に
て
規
模
縮

小
の
上
、
工
夫
し
な
が
ら
ご
奉
仕
申
し
上
げ
ま
し
た
。

無
形
民
俗
文
化
財

　『サ
イ
上
リ
神
事
』
斎
行

無
形
民
俗
文
化
財

　『サ
イ
上
ﾘ
神
事
』
斎
行

御
創
祀
八
百
六
拾
壱
年 

秋
季
例
大
祭   

十
月
十
八
日（
日
）

舞役の可知重成氏（左）、５８年ぶりの獅子人役を熱く演じた園田貞治氏（右）

　
昨
年
十
月
よ
り
彦
島
八
幡
宮
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
柴
田
明
典

と
申
し
ま
す
。

　
私
は
、
三
重
県
伊
勢
市
に
あ
り
ま
す
皇
學
館
大
学
で
、
神
職
の
資
格
を
取
り
、

平
成
二
十
六
年
よ
り
島
根
県
松
江
市
に
あ
り
ま
す
平
濱
八
幡
宮
と
い
う
神
社
に

奉
職
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
元
彦
島
に
戻
り
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
神

社
に
奉
仕
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
と
と

も
に
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　
神
職
と
し
て
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
の
身
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、何
か
と
至
ら
ぬ
所
も
あ
る
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、

少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
勤
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
宮
で
は
、
ご
参
拝
の
皆
様
の
ご
安
全
・
ご
健
康
を
考
慮
し
、
左
記

の
通
り
対
応
致
し
て
お
り
ま
す
。

初
詣
は一
月
いっ
ぱ
い
を
目
途
に
お
参
り
下
さ
い
。
三
月
末
日
ま
で
午
後

五
時
閉
門
で
す
。皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
恒
例
祭
典
・
神
賑
行
事
に
つ
い
て
】

　
当
面
の
間
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
適

宜
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

【
ご
祈
願
（
お
祓
い
）
に
つ
い
て
】

　
予
約
は
不
要
で
す
。（
※
但
し
、会
社
企
業
団
体
の
場
合
は
予
約
要
。）

　
本
殿
内
は
常
時
換
気
の
為
、窓
・
扉
を
開
放
し
、人
数
制
限
を
設
け

て
い
ま
す
。ご
参
拝
の
皆
様
方
も
本
殿
内
昇
殿
の
際
は
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

を
し
、マ
ス
ク
着
用
に
ご
協
力
下
さ
い
。体
調
不
良
の
場
合
は
、ご
遠
慮
願

い
ま
す
。冬
季
ご
祈
願
は
防
寒
対
策
も
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
守
札
授
与
所
・
御
朱
印
に
つ
い
て
】

　
職
員
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
徹
底
の
上
、
マ
ス
ク
着
用
に
て
応
対
致
し

ま
す
。
ご
朱
印
は
直
筆
・
書
置
共
に
対
応
し
ま
す
。
楼
門
内
各
所
に

は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
看
板
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
参
照
ご
利
用
下
さ
い
。

【
神
社
会
館
瑞
鳳
殿 

の
営
業
に
つ
い
て
】

　
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
会
席
料
理
・
仕
出
し
弁
当
オ
ー
ド
ブ
ル
・

仕
出
し
お
刺
身
の
盛
り
合
わ
せ
・
河
豚
（
刺
身
・
鍋
）
の
地
方
発
送
等
、

ご
利
用
下
さ
い
。

　
＊
瑞
鳳
殿
連
絡
先
　
℡
０
８
３ 

― 

２
３
３ 

― 

１
９
８
６

一
日
も
早
い
事
態
の
収
束
鎮
静
化
と
、
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

変
わ
ら
な
い
祈
り
の
た
め
に
、
ご
協
力
の
程
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶

権  

禰  

宜
　

   

柴 

田
　
明 

典

異
動
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

あ
が
あ
が

彦島八幡宮ホームページをリニューアルしました公式インスタグラム ＨＩＫＯＳＨＩＭＡＨＡＣＨＩＭＡＮＧＵ.ＯＦＦＣＩＡＬ
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彦
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所

　
　
　    

柴

　田

　宜

　夫

編
集
者  

山

　本

　光

　徳

令
和
三
年
一
月
一
日

令和３年（辛 丑）厄年・年祝表

（
年
祝
）

上寿祝
白寿祝
卒寿祝
米寿祝
傘寿祝
喜寿祝
古稀祝
還暦祝

数え年１００歳のお祝い。
百から上の一を取ると白になり、数で云えば９９である。
卒は略字で卆と書き九十と読む。
米は字をわけると八十八となる。
傘は略字で仐と書き八十と読む。
喜は草書で㐂と書き七十七と読む。
「人生七十古来稀なり」の漢詩にもとづく。
干支が丁度一巡し、誕生の年と同じになるので本卦返りともいう。

大正11年生（１００歳）
大正12年生（９９歳）
昭和  7年生（９０歳）
昭和  9年生（８８歳）
昭和17年生（８０歳）
昭和20年生（７７歳）
昭和27年生（７０歳）
昭和36年生（６１歳）

（
厄
年
）

（
七
五
三
祝
）

性　別 年　齢 前　　　　　厄 本　　　　　 厄 後　　　　　厄

男

女

25歳
42歳
61歳
19歳
33歳
37歳

平成10年生（２４歳）とら
昭和56年生（４１歳）とり
昭和37年生（６０歳）とら
平成16年生（１８歳）さる
平成 2年生（３２歳）うま
昭和61年生（３６歳）とら

平成 9年生（２５歳）うし
昭和55年生（４２歳）さる
昭和36年生（６１歳）うし
平成15年生（１９歳）ひつじ
　　　　　（３３歳）へび
昭和60年生（３７歳）うし

平成 8年生（２６歳）ねずみ
昭和54年生（４３歳）ひつじ
昭和35年生（６２歳）ねずみ
平成14年生（２０歳）うま
昭和63年生（３４歳）たつ
昭和59年生（３８歳）ねずみ

祈願祭（お祓い）は数え年でお受けしましょう。

※節分祭（2月3日）までに厄祓をお受けしましょう。

「数え年」は、生まれた時点を１歳とし、新年を迎える度に１歳加えて行きます。
これは、正月に各家を訪れる年神様から１つ年を頂くというありがたい意味があります。
満年齢に誕生日前であれば 2歳、誕生日を迎えた後は1歳を加える解釈となります。

皆様一人一人の生年月日により九つの星“九星”に区分され星回りが存在します。 中央を基点に、北、北東、東、南東、南、
南西、西、北西の方角をめぐり、九年に一度中央に入ります。これが八つの星（方位）に囲まれた状態である八方塞がりです。
不安定な年とされ、 より注意をしなくてはならいない年です。
八方除けの祈願や方位除けの御守をお受けになられ、御神慮を恐み慎む事をお勧め申し上げます。
本年は六白金星の方が該当致します。（＊以下に表記）

（三月金神様の方位）
　三月金神様の方位への引っ越し、旅行、転勤等々留意しなければなりません。

昭和6年、昭和１5年、昭和２4年、昭和３3年、昭和４2年、昭和５1年、昭和60年、平成6年、平成１5年、平成２4年

（八方塞がり）
はっ ぽう ふさ

はっ ぽう ふさ

平成29年生の男子（５歳）
平成27年生の女子（７歳）

髪置祝
袴着祝
帯解祝

北　　令和2年11月15日～令和3年2月11日
南　　令和3年5月12日～令和3年8月7日

東　　令和3年2月12日（旧元日）～令和3年5月11日
西　　令和3年8月8日～令和3年11月4日

髪を伸ばし整え始めること。
男の子が初めて袴をはき始める年齢。
女の子が今までの紐付着物から帯を締める大人の着物に替える年齢。

かのとうし

発
行
者

題
　
字

ろっぱくきんせ い

みつきこんじん

宮

　司

　柴
田

　宜
夫

　
謹
ん
で
清
々
し
い
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
科
学
の
基
本
は
、「
知
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
知
ら
な
い
こ
と
」
を
厳
し
く
区
別
す
る
こ
と

だ
そ
う
で
す
。
宇
宙
の
物
質
の
二
割
強
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
七
割
強
は
未
知
な
の
だ
そ
う
で
す
。
当
然
で

す
が
、
人
間
は
全
知
で
は
な
く
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
も
し
か
り
で
す
が
、

す
べ
て
を
制
御
（
せ
い
ぎ
ょ
）
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
謙
虚
に
、

生
態
系
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
意
識
を
し
て
、
行
動
も
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
未
知
な
る
も
の
へ
の
、「
畏
敬
（
い
け
い
）」「
恐
れ
」「
敬
い
」
の
ミ
ッ
ク
ス
し

た
心
で
あ
る
、「
畏（
か
し
こ
）み
」と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
思
い
こ
そ
が
、

穏
や
か
な
暮
ら
し
を
祈
る
、敬
神
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、

新
し
い
生
活
様
式
を
余
儀
（
よ
ぎ
）
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
来
日
本
人
が
大
切
に

し
て
き
た
「
敬
神
崇
祖
（
け
い
し
ん
す
う
そ
）」、
神
を
敬
い
祖
先
を
尊
ぶ
心
が
け
は
、
け
っ
し
て
変
え

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
数
年
前
か
ら
敬
神
生
活
の
心
が
け
の
提
唱
を
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
、「
四
Ｋ
」
さ
ら
に
、「
四

Ｋ
プ
ラ
ス
一
Ｒ
」
と
進
化
さ
せ
、
つ
い
に
「
Ｏ
と
Ｙ
」
を
加
え
て
、「
四
Ｋ
プ
ラ
ス
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」
の
新
し
い

敬
神
生
活
を
提
唱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
あ
る
命
に
心
か
ら
感
謝
を
し
、
謙
虚
に
自
分
を
見
つ
め

直
し
、
未
来
に
希
望
を
持
ち
続
け
、
工
夫
を
し
な
が
ら
生
活
す
る
、「
感
謝
　
謙
虚
　
希
望
　
工
夫
の

四
Ｋ
」
で
す
。
そ
し
て
利
他
（
り
た
）
思
い
や
り
の
心
で
、
落
ち
着
い
て
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
生
活

す
る
、「
利
他 

Ｒ
」「
落
ち
着
き 

Ｏ
」「
ゆ
と
り 

Ｙ
」
の
「
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」
の
生
活
を
確
立
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
の
が
、
大
切
な
家
族
や
身
近
な
人
々
と

の
つ
な
が
り
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
か
け
が
え
の
な
い
「
つ
な
が
り
」
の
な
か
で
「
和
み
」

つ
つ
「
癒
さ
れ
」
な
が
ら
、
そ
し
て
「
安
ら
ぐ
」
こ
と
こ
そ
、「
日
々
是
好
日
」
の
暮
ら
し
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
四
Ｋ
プ
ラ
ス
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」
の
敬
神
生
活
で
、
毎
日
毎
日
が
、
穏
や
か
で
良
い
日
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

八
幡
宮
か
ら
の
お
知
ら
せ

ど
ん
ど
焼
き
＝
一
月
十
六
日（
土
・
先
負
）【
午
前
十
時
頃 

忌
火
火
入
式
】

　
　
　
　
　
　
　
　※
荒
天
の
場
合
は
一
月
十
七
日（
日
）に
順
延
し
ま
す
。

正
月
飾
り
は
、
み
か
ん
・
橙（
だ
い
だ
い
）
を
外
し
て
ご
持
参
下
さ
い
。

執
行
後
は
来
年
ま
で
受
付
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

鏡
餅
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
結
納
品
・
人
形
・
仏
具
・
民
芸
品
等
は

一
切
お
断
り
致
し
ま
す
。

注

中野 英治氏　撮影中野 英治氏　撮影

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
ふ
る
ま
い
行
事
は
中
止
し
ま
す
。

昭和64年生
令和元年生

平成31年生・令和元年生の男女（3歳）

第 59 号
彦島八幡宮社報

令和3年（皇紀2,681）1月1日 令和3年（皇紀2,681）1月1日第59号（1） 産土（うぶすな）祝祭日には国旗　  を掲げましょう 第59号（8）

彦島八幡宮ホームページをリニューアルしました 彦島八幡宮ホームページをリニューアルしました

産土（うぶすな）祝祭日には国旗　  を掲げましょう

安産祈願祭・腹帯清祓のご案内安産祈願祭・腹帯清祓のご案内
彦島八幡宮は別名『子安八幡』とも称され、安産の
神様としても崇められ、県内外よりご参拝いただきます。
ご持参頂いた腹帯（マタニティガードル）に当宮の
「安産守護」の印を押印させていただきます。

（令和3年の戌の日）

★お子様の命名書、宮司が浄書致します。お気軽に社務所迄お申し出ください。
　授与された命名の掛け軸をご持参下さい。お持ちでない方も、半紙や色紙等に謹筆致します。

 １月　２日（土） 大安 ４月　８日（木） 仏滅 ７月　１日（木） 友引 １０月  ５日（火） 赤口
 １４日（木） 先勝 ２０日（火） 大安 １３日（火） 先負 １７日（日）例祭 友引
 ２６日（火） 先勝 ５月　２日（日） 大安 ２５日（日） 先負 ２９日（金） 友引
 ２月　７日（日） 先勝 １４日（金） 赤口 ８月　６日（金） 先負 １１月１０日（水） 先負
 １９日（金） 友引 ２６日（水） 赤口 １８日（水） 大安 ２２日（月） 先負
 ３月　３日（水） 友引 ６月　７日（月） 赤口 ３０日（月） 大安 １２月  ４日（土） 大安
 １５日（月） 仏滅 １９日（土） 友引 ９月１１日（土） 赤口 １６日（木） 大安
　 ２７日（土） 仏滅   ２３日（木）秋分 赤口 ２８日（火） 大安
　　　　

こ や す は ち ま ん


